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白馬の豊かさとは何か
―多様であることから交流し学びあい成長する村―

はくば
広報

しろうま保育園卒園式
令和6年3月22日（金曜日）にしろうま保育園卒園式が行われました。
すみれ組、あじさい組35名の園児が、丸山村長から卒園証書を受取り、しろうま保育
園を卒園しました。4月からは小学校へ入学し新たな生活が始まります。

広報はくば
令和6年度予算が議決されました…………………………… ２
白馬村のデジタルトランスフォーメーション推進について…… 8
軽自動車税の納付をお忘れなく…………………………… 9

戸籍の広域交付が始まりました…………………………10
白馬村こども家庭センターが開設となります…………11
白馬村自転車用ヘルメット購入費補助事業について…16

※広報はくばでは毎月表紙写真を公募しています。※時節に合わない等により採用できない場合もありますが、御了承ください。

42024
Vol.571



2

白
馬
村
令
和
６
年
度
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た

【
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
】

　
令
和
６
年
度
予
算
が
３
月
議
会
で
成
立
し
ま
し
た

の
で
、概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
も
、「
白
馬
村
第
５
次
総
合
計
画
」の

基
本
理
念「
白
馬
の
豊
か
さ
と
は
何
か
〜
多
様
で
あ

る
こ
と
か
ら
交
流
し
学
び
あ
い
成
長
す
る
村
〜
」の

実
現
を
目
指
し
、村
政
運
営
の
基
本
で
あ
る
後
期
計

画
に
掲
げ
る
基
本
目
標
に
合
致
し
た
事
業
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。限
ら
れ
た
財
源
を
効
率

的
か
つ
効
果
的
に
配
分
し
、「
最
少
の
経
費
で
最
大
の

効
果
」を
挙
げ
る
た
め
、す
べ
て
の
事
業
に
つ
い
て
緊

急
性
や
必
要
性
、費
用
対
効
果
を
十
分
に
検
証
し
た

う
え
で
、持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
を
基
本
方
針
と
し
ま
し
た
。ま
た
、「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
ビ
ジ
ョ
ン（
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
ゼ
ロ
に
す

る
た
め
の
取
組
計
画
）の
実
現
に
向
け
た
取
組
の
推

進
」「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
使
っ
た
改
革
）の
推
進
」「
子
育
て
支
援

の
推
進
」「
農
地
の
保
全
と
地
産
の
推
進
」「
支
え
合
う

福
祉
と
健
康
の
村
づ
く
り
の
推
進
」「『
世
界
水
準
』

を
意
識
し
た
観
光
の
村
づ
く
り
の
推
進
」の
６
項
目

を
重
点
的
か
つ
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
業
と
し

て
全
庁
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
い
か
に
し
て
健
全
な
財
政
運
営
を
持
続
し
て
い
く

か
、職
員
一
人
ひ
と
り
が
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
て
予
算

編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
村
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
よ
り
良
い
行
財

政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
ご
理

解
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

白
馬
村
長
　
丸
　
山
　
俊
　
郎

村税 1,435村税 1,435

地方交付税 2,220地方交付税 2,220

県支出金 339県支出金 339

国庫支出金 579国庫支出金 579

繰入金 684繰入金 684

村債 291村債 291

その他 1,158その他 1,158

総務費 1,159総務費 1,159

民生費1,328民生費1,328

衛生費 521衛生費 521

農林業費 309農林業費 309観光商工費 311観光商工費 311

土木費 825土木費 825

消防費 233消防費 233

教育費 604教育費 604

公債費 907公債費 907

その他 435その他 435 議会費 74議会費 74

令和６年度　白馬村一般会計予算　
歳入歳出67億600万円（前年度比6億5,000万円（10.7％）増）

歳入 （単位：百万円）歳出 （単位：百万円）

歳入の主な項目　100万円未満切り捨て
歳入項目 予算額 対前年比 主な内容と増減額

村 税 14億3,500万円 △ 0.8％
・個人住民税：2億 6,600 万円（△ 5,900万円（定額減税の実施による））
・固定資産税：9億 3,000 万円（+1,800 万円）

地 方 消 費
税 交 付 金 2億4,000万円 0.0％

消費税引上げ分の交付金（社会保障財源化分）1億 2,000 万円は保
健予防事業などの社会保障施策に全額充当しています。

地方交付税 22億2,000万円 5.8％
国の地方財政計画や過去の交付実績などから算出しています。
・普通交付税：18億 2,100 万円（+3,400 万円）
・特別交付税：3億 9,900 万円（+8,800 万円）

国庫支出金 5億7,900万円 19.1％

・堆積土砂排除事業費補助金：9,000万円（黒豆沢土砂災害関連）
・児童手当国庫交付金：9,500万円
・障害者自立支援給付負担金：8,000万円
・デジタル田園都市国家構想交付金：4,700万円　　など

県 支 出 金 3億3,900万円 3.1％

・ジャンプ競技場管理委託金：5,100万円
・多面的機能支払交付金：2,400万円
・農業水路等長寿命化・防災減債事業補助金：1,400万円
・子どものための教育・保育給付県費交付金：1,500万円　　など

繰 入 金 6億8,400万円 57.8％
・財政調整基金繰入金：4,500万円
・減債基金繰入金：1億 6,200 万円
・ふるさと白馬村を応援する基金繰入金：4億 3,800 万円　　など

村 債 2億9,100万円 △ 17.0％
・臨時財政対策債：1,100万円　
・災害復旧事業債：8,100万円　　など
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その他 435その他 435 議会費 74議会費 74

令和６年度　白馬村一般会計予算　
歳入歳出67億600万円（前年度比6億5,000万円（10.7％）増）

歳入 （単位：百万円）歳出 （単位：百万円）

歳出の主な項目（目的別）　100万円未満切り捨て
歳出目的別項目 予算額 対前年比 主な内容

議 会 費 7,400万円 △ 0.5％ 議員報酬、議会運営などの経費です。

総 務 費 11億5,900万円 10.3％
全般的な管理事務、企画、環境、徴税、戸籍、選挙、五輪施設維持管理などに
係る経費です。
・ふるさと納税事業：1億 9,900 万円　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・情報化対策事業：6,700万円　　など

民 生 費 13億2,800万円 △ 3.1％
老人福祉、児童福祉、障害者福祉、保育所、介護保険、福祉医療などに係る経
費です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・こども第３の居場所事業補助金：1,400万円
・はくばっ子応援交付金：200万円　　など

衛 生 費 5億2,100万円 △ 2.3％
衛生、検診等保健予防、ごみ処理、し尿処理などに係る経費です。
・北アルプス広域連合負担金（塵芥処理事業）：1億 8,000 万円
・出産子育て応援交付金：500万円　　など

農林業費 3億900万円 20.2％
農業振興、農業委員会、土地改良、林業振興、地籍調査などに係る経費です。
・犬川小水力発電事業：1億 400万円
・有害鳥獣駆除委託料：200万円　　など

観 光
商 工 費

3億1,100万円 △ 0.4％
観光振興、商工振興に係る経費です。
・デマンドタクシー運行事業：4,900万円　　　　　　　　　　　　　　　　
・八方池山荘官民連携事業アドバイザリー業務委託料：2,400万円　　など

土 木 費 8億2,500万円 △ 4.2％
道路関係（新設改良・維持補修）、除雪経費、下水道事業への繰出金などです。
・村道維持補修工事費：1,900万円
・景観パトロール委託料：100万円　　など

消 防 費 2億3,300万円 13.1％ 消防団、常備消防、防災事業に係る経費です。
・防災無線の屋外子局移設工事：500万円　　など

教 育 費 6億400万円 17.2％
小・中学校、社会教育、社会体育、教育委員会に係る経費です。
・神城教員住宅解体工事：6,900万円
・スクールバス運行費用：2,800万円　　など

公 債 費 9億700万円 21.0％ 過去に借入した資金（起債）の償還金（元金+利子）です。
・繰上償還：1億 6,200 万円　　など

歳出の主な項目（性質別）　100万円未満切り捨て
歳出性質別項目 予算額 対前年比 主な内容

人 件 費 11億400万円 0.4％ 職員に対する報酬、給料、手当などです。

物 件 費 12億1,900万円 26.9％
消耗品費、光熱水費、委託料、備品購入費など消費的支出です。
・ふるさと納税返戻品業務委託料：1億 7,900 万円
・デジタル田園都市国家構想交付金事業：5,000万円　　など

維持補修費 2億9,800万円 △ 1.7%
公共施設の補修、除雪費などの経費です。
・除雪委託料：2億 1,100 万円
・白馬ジャンプ競技場の修繕費：800万円　　など

扶 助 費 4億100万円 15.2%
児童、老人、障害者の方々への扶助的経費です。
・児童手当：1億 3,900 万円
・子ども医療給付費：2,100万円　　など

補助費等 14億9,000万円 △ 9.1％
各種補助金、負担金です。
・白馬山麓事務組合等負担金：1億 5,600 万円
・私立幼稚園運営補助金：300万円　　など

普通建設事業費 4億4,200万円 4.7％
道路、農地、学校、スポーツ文化施設などの公共用施設の新増設などの建設事
業に係る投資的経費です。
・犬川小水力発電事業：1億 400万円
・ウイング21維持管理事業：2,200万円　　など



　令和６年度の特色ある事業を抜粋しました。単位は 100 万円未満を切り捨てています。いただいたご要望はすべて事業化し
たいところですが、限りある予算ですので、より効果があがるように創意工夫のうえ予算計上をしています。

令和6年度の主な事業

令和6年度 国民健康保険事業勘定特別会計・後期高齢者医療特別会計令和6年度 国民健康保険事業勘定特別会計・後期高齢者医療特別会計
◆国民健康保険事業　１0億8,010万円
　前年度に比べ4,917万２千円の増額となります。国保税率は令
和9年までに医療圏単位への平準化を行うため改定を行っていま
す。白馬村の令和４年度の一人当たり医療費は288,624円で77
市町村中75位となっており、皆様の保険料負担をできるだけ減ら
すためにも、医療費の伸びの抑制が求められます。
　保健事業実施計画（データヘルス計画）等により保健事業を推進
します。村民の皆様にも下記を参考に医療費適正化のご協力をお
願いします。
　保健事業では、引き続き特定健診と特定保健指導、若年健診（30
歳代対象）を実施し、被保険者の皆さんの健康管理をお手伝いしま
す。今年度も、休日の健診日も設けています。また今年から心電図検
査に加え眼底検査を無料で行いますので、年に1度の大切な健康
チェックの機会としてぜひ受診くださるようお願いします。
＜医療費の負担を減らすポイント＞
①健康診査を必ず受けましょう。
　健診を受けて疾病の予防に努めること、無症状で悪化する疾病
を早期発見できることにより、重症化による入院等を予防し治療費
の負担が少なくすみます。
②かかりつけ医を持ちましょう。
　日頃から、自分や家族の病気の治療や相談に応じてもらえる「か
かりつけ医」を持ちましょう。紹介状なしで大きな病院を受診すると
費用が余計にかかってしまいます。
③診療時間内に受診しましょう。
　休日や夜間など時間外の医療費は通常よりも高く設定されてい
ます。緊急時以外は、平日の診療時間内に受診しましょう。
④重複受診は避けましょう。
　同じ病気で複数の医療機関にかかってしまうことは、医療費の増
加の原因となります。
⑤薬は正しく使いましょう。
　自己判断で服薬を中断したり、飲み忘れてしまうと薬が無駄にな

●地球温暖化対策事業：1,300万円
  【ゼロカーボンビジョンの実現に向けた取組の推進】
　観光地の環境政策の取組を着実に進めるため、令和５年度に
引き続き、環境GX専門人材を設置して環境政策の取組を実践
します。「再エネの創出と利用の促進」「省エネの普及」「森林
保全の推進」「サーキュラーエコノミーの推進」に取り組みます。

●情報化対策事業：6,700万円
   【デジタルトランスフォーメーションの推進】　　
　令和５年度から自治体DXの推進を図るため、DX専門人材の設
置と庁内横断的体制として白馬村DX推進チームを立ち上げ、行
政手続や庁内業務のDX化を推進しています。令和６年度は「書
かない窓口システム」の導入、「LINEを活用したオンライン役場」
による行かない窓口の推進、「ペーパーレス会議システム」の導
入などを計画しています。

●スクールバス運行事業：2,800万円
   【子育て支援の推進】
　安心・安全な学習環境づくりにむけて、スクールバスを運行しま
す。令和６年度は１０８日間運行します。令和７年度の通年運行を
目標として、車両の確保、ドライバー確保を含む事業者との調整
及び乗降場所の検討を更に進めます。

●農業振興事業：2,100万円
  【農地の保全と地産の推進】　
　認定農業者対象の環境負荷低減スマート農業機械導入支援補
助事業を実施します。

　小規模農家対象の環境負荷低減充電式草刈機等補助金を拡
充します。

　有機農業振興として国が推進する「みどりの食料システム戦略」
に沿い、有機JAS認定農家を対象とした経費負担を行います。

●心身障害者福祉事業：1億9,000万円
　【支え合う福祉と健康の村づくりの推進】
　心身に障がいや難病等がある方が自立した生活を営むことができ
るよう、障害者総合支援法、児童福祉法に規定される全国一律
の内容の事業を実施し、障がいの程度や介護の必要度等によっ
て自立支援給付、児童福祉給付、自立支援医療給付、補装具給
付等の障害福祉サービスを実施します。

●山岳観光施設維持補修事業：4,000万円
　【「世界水準」を意識した観光の村づくりの推進】
　通年型マウンテンリゾートの構築と、競争力と持続可能性を高め
る観光地経営の取組を推進するため、村営八方池山荘の建替
えに係る官民連携事業アドバイザリー業務を実施します。

◆後期高齢者医療保険料　１億３，５５３万円
　後期高齢者医療特別会計は前年度より２，５１０万円の増額です。
　保険料は２年ごとに改正されており、令和６年度は次の表のとおり
となっています。

※保険料限度額は激変緩和措置により令和６年度は昭和２４年３月３１日以前
に生まれた方、障害認定の方は７３万円となります。

※所得割は激変緩和措置により令和６年度は所得控除後の所得金額が５８万
円以下の場合は８．５６％となります。
　引き続き人間ドック受診に対する補助と、国保の特定検診と併せ
高齢者健診（７５歳以上対象）・心電図検査も実施します。
　日頃から、適度な運動、地域社会（コミュニティ）への参加など健
康づくりを心がけ、ジェネリック医薬品の使用や重複他受診を避ける
など医療費の抑制に努めていただくようお願いします。

　令和６年度白馬村一般会計予算をなるべくわかりやすく
「ざっくり」と説明している「令和６年度版　ざっくりわかる　
白馬村の予算」＝通称「ざっくりさん」を白馬村行政公式ホー
ムページ　http://www.vill.hakuba.lg.jp/　にて公開し
ています。白馬村役場　総務課でも配布していますので、お
気軽にお問合せください。　

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

るだけでなく、回復が遅れる原因となります。また薬の飲み合わせ
によっては、副作用が出ることもあります。かかりつけ薬局を持ち
いつでも相談できるようにしましょう。
⑥セルフメディケーション※1に取り組みましょう。
　自分の健康は自分で守ることを意識し、日頃から自分の健康状
態と生活習慣をチェックし、ちょっとした体調不良の際に、市販薬
（OTC医薬品※2）などを上手に使って自分自身で健康の維持や病
気の予防・治療に役立てましょう。通院が減ることで医療費の負担
が少なくすみます。また、セルフメディケーション税制※3で所得控
除が可能となります。
※1「セルフメディケーション」･･･「自分自身の健康に責任を持ち、軽度な身体の不調は
自分で手当てすること」（WHOの定義）

※2「OTC医薬品」･･･薬局・薬店・ドラッグストアなどで処方せん無しに購入できる医薬品
※3セルフメディケーション税制について詳しくは厚生労働省ホームページ参照

均等割 ４４，３６５円（被保険者一人あたり）
所得割 ９．４５％
年間保険料限度額 ８０万円

保険料
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　令和６年度の特色ある事業を抜粋しました。単位は 100 万円未満を切り捨てています。いただいたご要望はすべて事業化し
たいところですが、限りある予算ですので、より効果があがるように創意工夫のうえ予算計上をしています。

令和6年度の主な事業

令和6年度 国民健康保険事業勘定特別会計・後期高齢者医療特別会計令和6年度 国民健康保険事業勘定特別会計・後期高齢者医療特別会計
◆国民健康保険事業　１0億8,010万円
　前年度に比べ4,917万２千円の増額となります。国保税率は令
和9年までに医療圏単位への平準化を行うため改定を行っていま
す。白馬村の令和４年度の一人当たり医療費は288,624円で77
市町村中75位となっており、皆様の保険料負担をできるだけ減ら
すためにも、医療費の伸びの抑制が求められます。
　保健事業実施計画（データヘルス計画）等により保健事業を推進
します。村民の皆様にも下記を参考に医療費適正化のご協力をお
願いします。
　保健事業では、引き続き特定健診と特定保健指導、若年健診（30
歳代対象）を実施し、被保険者の皆さんの健康管理をお手伝いしま
す。今年度も、休日の健診日も設けています。また今年から心電図検
査に加え眼底検査を無料で行いますので、年に1度の大切な健康
チェックの機会としてぜひ受診くださるようお願いします。
＜医療費の負担を減らすポイント＞
①健康診査を必ず受けましょう。
　健診を受けて疾病の予防に努めること、無症状で悪化する疾病
を早期発見できることにより、重症化による入院等を予防し治療費
の負担が少なくすみます。
②かかりつけ医を持ちましょう。
　日頃から、自分や家族の病気の治療や相談に応じてもらえる「か
かりつけ医」を持ちましょう。紹介状なしで大きな病院を受診すると
費用が余計にかかってしまいます。
③診療時間内に受診しましょう。
　休日や夜間など時間外の医療費は通常よりも高く設定されてい
ます。緊急時以外は、平日の診療時間内に受診しましょう。
④重複受診は避けましょう。
　同じ病気で複数の医療機関にかかってしまうことは、医療費の増
加の原因となります。
⑤薬は正しく使いましょう。
　自己判断で服薬を中断したり、飲み忘れてしまうと薬が無駄にな

●地球温暖化対策事業：1,300万円
  【ゼロカーボンビジョンの実現に向けた取組の推進】
　観光地の環境政策の取組を着実に進めるため、令和５年度に
引き続き、環境GX専門人材を設置して環境政策の取組を実践
します。「再エネの創出と利用の促進」「省エネの普及」「森林
保全の推進」「サーキュラーエコノミーの推進」に取り組みます。

●情報化対策事業：6,700万円
   【デジタルトランスフォーメーションの推進】　　
　令和５年度から自治体DXの推進を図るため、DX専門人材の設
置と庁内横断的体制として白馬村DX推進チームを立ち上げ、行
政手続や庁内業務のDX化を推進しています。令和６年度は「書
かない窓口システム」の導入、「LINEを活用したオンライン役場」
による行かない窓口の推進、「ペーパーレス会議システム」の導
入などを計画しています。

●スクールバス運行事業：2,800万円
   【子育て支援の推進】
　安心・安全な学習環境づくりにむけて、スクールバスを運行しま
す。令和６年度は１０８日間運行します。令和７年度の通年運行を
目標として、車両の確保、ドライバー確保を含む事業者との調整
及び乗降場所の検討を更に進めます。

●農業振興事業：2,100万円
  【農地の保全と地産の推進】　
　認定農業者対象の環境負荷低減スマート農業機械導入支援補
助事業を実施します。

　小規模農家対象の環境負荷低減充電式草刈機等補助金を拡
充します。

　有機農業振興として国が推進する「みどりの食料システム戦略」
に沿い、有機JAS認定農家を対象とした経費負担を行います。

●心身障害者福祉事業：1億9,000万円
　【支え合う福祉と健康の村づくりの推進】
　心身に障がいや難病等がある方が自立した生活を営むことができ
るよう、障害者総合支援法、児童福祉法に規定される全国一律
の内容の事業を実施し、障がいの程度や介護の必要度等によっ
て自立支援給付、児童福祉給付、自立支援医療給付、補装具給
付等の障害福祉サービスを実施します。

●山岳観光施設維持補修事業：4,000万円
　【「世界水準」を意識した観光の村づくりの推進】
　通年型マウンテンリゾートの構築と、競争力と持続可能性を高め
る観光地経営の取組を推進するため、村営八方池山荘の建替
えに係る官民連携事業アドバイザリー業務を実施します。

◆後期高齢者医療保険料　１億３，５５３万円
　後期高齢者医療特別会計は前年度より２，５１０万円の増額です。
　保険料は２年ごとに改正されており、令和６年度は次の表のとおり
となっています。

※保険料限度額は激変緩和措置により令和６年度は昭和２４年３月３１日以前
に生まれた方、障害認定の方は７３万円となります。

※所得割は激変緩和措置により令和６年度は所得控除後の所得金額が５８万
円以下の場合は８．５６％となります。
　引き続き人間ドック受診に対する補助と、国保の特定検診と併せ
高齢者健診（７５歳以上対象）・心電図検査も実施します。
　日頃から、適度な運動、地域社会（コミュニティ）への参加など健
康づくりを心がけ、ジェネリック医薬品の使用や重複他受診を避ける
など医療費の抑制に努めていただくようお願いします。

　令和６年度白馬村一般会計予算をなるべくわかりやすく
「ざっくり」と説明している「令和６年度版　ざっくりわかる　
白馬村の予算」＝通称「ざっくりさん」を白馬村行政公式ホー
ムページ　http://www.vill.hakuba.lg.jp/　にて公開し
ています。白馬村役場　総務課でも配布していますので、お
気軽にお問合せください。　

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

るだけでなく、回復が遅れる原因となります。また薬の飲み合わせ
によっては、副作用が出ることもあります。かかりつけ薬局を持ち
いつでも相談できるようにしましょう。
⑥セルフメディケーション※1に取り組みましょう。
　自分の健康は自分で守ることを意識し、日頃から自分の健康状
態と生活習慣をチェックし、ちょっとした体調不良の際に、市販薬
（OTC医薬品※2）などを上手に使って自分自身で健康の維持や病
気の予防・治療に役立てましょう。通院が減ることで医療費の負担
が少なくすみます。また、セルフメディケーション税制※3で所得控
除が可能となります。
※1「セルフメディケーション」･･･「自分自身の健康に責任を持ち、軽度な身体の不調は
自分で手当てすること」（WHOの定義）

※2「OTC医薬品」･･･薬局・薬店・ドラッグストアなどで処方せん無しに購入できる医薬品
※3セルフメディケーション税制について詳しくは厚生労働省ホームページ参照

均等割 ４４，３６５円（被保険者一人あたり）
所得割 ９．４５％
年間保険料限度額 ８０万円
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政
状
態
や
経
営
成
績

を
分
析
す
る
こ
と
で
、
長
期
的
な
経

営
計
画
の
策
定
に
必
要
な
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
、
経
営
基
盤
の
強
化

や
財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
に
よ

り
安
定
し
た
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

有
収
率
向
上
と
老
朽
化
対
策

　

令
和
６
年
度
に
予
定
し
て
い
る
建
設
改

良
工
事
は
、
白
馬
駅
前
無
電
柱
化
に
伴
う

水
道
管
工
事
の
ほ
か
、
源
太
郎
配
水
池
取

水
ポ
ン
プ
更
新
、
倉
下
低
区
送
水
ポ
ン
プ

電
動
弁
更
新
な
ど
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
配
水
管
の
布
設
替
え
は
、
５
箇

所
を
施
工
す
る
予
定
で
、
７
５
７
６
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
村
内
20
km
を
抽
出

し
て
漏
水
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

駅
前
の
無
電
柱
化
に
伴
う
工
事
に
つ
い

て
は
、
１
２
１
３
万
円
の
事
業
に
対
し
、

財
源
は
県
補
償
費
（
７
５
０
万
円
）
と
企

業
債（
３
５
３
万
円
）を
予
定
し
て
い
ま
す
。

P
P
P
導
入
可
能
性
調
査

　

二
股
浄
水
場
の
大
規
模
改
修
に
向
け
、

P
P
P
・
P
F
I
導
入
可
能
性
調
査
を
行

い
ま
す
。
施
設
計
画
の
見
直
し
、
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
調
査
、
事
業
ス
キ
ー
ム
の
検
討
、

V
F
M
の
算
定
等
を
行
う
も
の
と
し
て
、

委
託
料
６
６
３
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

無
線
検
針
の
導
入

　

令
和
５
年
度
に
無
線
検
針
を
試
験
的
に

導
入
し
ま
し
た
。
令
和
６
年
度
は
本
格
的

な
導
入
に
向
け
て
、
無
線
子
機
２
０
０
個

の
購
入
費
と
し
て
４
４
０
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。
無
線
検
針
の
導
入
に
よ
り
、

積
雪
期
で
も
検
針
が
可
能
に
な
る
た
め
、

通
年
検
針
が
可
能
と
な
る
ほ
か
、
検
針
業

務
の
効
率
化
が
図
れ
ま
す
。

《 主な予算 》（※カッコは対前年比）
収入
・下水道使用料	 75万円（10万円減）
・一般会計補助金	 333万円（139万円減）※1
・野平地区地元負担金	 5万円（増減なし）
・長期前受金戻入	 163万円（※2	）
支出
・処理施設運転管理委託料	 106万円（増減なし）
・汚泥清掃運搬処分委託料	 22万円（増減なし）
・処理施設管理（清掃）委託料	 10万円（5万円減）
・管路緊急清掃業務委託料	 10万円（1万円減）
・マンホール修繕費	 16万円（増減なし）
・動力費（電気代）	 30万円（15万円減）
・支払利息	 20万円（2万円減）
・企業債償還金	 158万円（2万円増）
・減価償却費	 293万円（※2）
・消費税及び地方消費税	 15万円（※3）

※	　	予算の算出基礎となる事業当たり10万円以上のものを
抜粋

※1　	R5実施の法的化に伴うシステム改修費用148万円分減
※2　	法的化初年度のため比較対象なし
※3　	法的化に伴い消費税の新設法人に該当する旨の届出を

提出

《 主な予算 》（※カッコは対前年比）
収入
・水道使用料	 2億7,197万円（571万円増）
・有価証券利息	 506万円（147万円増）
・工事負担金（県補償金ほか）	 	930万円（270万円増）
・企業債	 9,700万円（610万円減）
支出
・配水及び給水費　
　工事請負費（ポンプ室高圧盤撤去工事ほか）	 1,403万円（563万円増）
　修繕費（高圧受電設備修繕ほか）	 783万円（456万円増）
・漏水調査業務	 102万円（13万円減）
・動力費（二股浄水場・源太郎配水池等電気代）	 2,570万円（1,137万円減）
・二股浄水場PPP導入可能性調査委託料	 663万円（新規）
・建設改良費　工事請負費	 1億2,006万円（1,004万円減）
・企業債償還金		 3,606万円（1,310万円減）
・支払利息	 321万円（30万円減）

野
平
地
区 

農
業
集
落
排
水
事
業

令
和
6
年
度　
水
道
事
業
会
計
予
算

お問合せ　白馬村役場　上下水道課　電話：0261-85-0714

お問合せ　白馬村役場　上下水道課　電話：0261-85-0714

収益的収入支出
収入 324,222 千円

支出 304,270 千円

資本的収入支出
収入 106,522 千円

支出 182,677 千円
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ス
ト
マ
ネ
実
施
計
画

　

令
和
４
年
度
か
ら
２
か
年
で

実
施
さ
れ
、
施
設
の
現
地
調
査

を
は
じ
め
、
リ
ス
ク
評
価
、
長

期
的
な
視
点
で
の
改
築
シ
ナ
リ

オ
設
定
、
修
繕
・
改
築
計
画
の

策
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
令
和

６
年
度
か
ら
は
、
し
尿
投
入
施

設
の
整
備
を
優
先
実
施
し
、
令

和
９
年
度
か
ら
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
耐
震
化
工
事
と
併
せ
て
機
械
・

設
備
の
更
新
を
行
う
計
画
で
す
。

２
年
目
の
耐
震
診
断

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
建
屋
（
建

築
物
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
26

年
度
に
耐
震
診
断
を
実
施
済
み
。

令
和
５
年
度
に
汚
水
処
理
施
設

の
耐
震
診
断
を
実
施
し
、
令
和

６
年
度
は
場
内
配
管
や
流
入
管
、

分
配
槽
、
放
流
渠
の
耐
震
診
断

を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
診

断
結
果
に
よ
り
耐
震
改
修
が
必

要
と
さ
れ
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、

令
和
９
年
度
か
ら
耐
震
化
工
事

に
着
手
す
る
計
画
と
な
り
ま
す
。

今
後
の
機
械
・
設
備
の
更
新
を

国
庫
補
助
の
対
象
と
す
る
た
め

に
、
耐
震
化
は
必
須
で
あ
り
、

ス
ト
マ
ネ
計
画
と
併
せ
て
計
画

的
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

し
尿
投
入
施
設
整
備

　

令
和
６
年
度
は
実
施
詳
細
設

計
に
着
手
し
、
建
設
予
定
地
の

用
地
買
収
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
施
設
の
整
備
は
、
令
和
７

年
度
か
ら
９
年
度
ま
で
の
３
か

年
で
行
う
計
画
と
な
り
ま
す
。

ス
ト
マ
ネ
計
画
に
よ
る
機
械
・

設
備
の
更
新
や
耐
震
化
工
事
を

含
め
て
、
効
率
的
か
つ
経
済
的

な
事
業
と
な
る
よ
う
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

《 主な予算 》	（※カッコは対前年比）
収入
・下水道使用料	 1億8,454万円（640万円増）
・一般会計補助金	 3億3,450万円（100万円減）
・企業債	 1億1,500万円（500万円減）
・国庫補助金	 3,243万円（307万円減）
・工事負担金	 3,421万円（1,671万円増）
支出
・し尿等投入施設整備詳細設計業務	 5,525万円（新規）
・地震対策（場内配管等耐震診断）	 1,331万円（新規）
・ポンプ場非常通報装置更新工事	 1,013万円（新規）
・浄化センター運転維持管理委託料	 4,181万円（増減なし）
・下水脱水汚泥処理委託料	 1,478万円（31万円減）
・支払利息	 	3,025万円（492万円減）
・企業債償還金	 3億8,787万円（1,218万円減）

下
水
道
事
業
会
計
予
算

白
馬
村
役
場
人
事
異
動

令和 6年 4月 1日付発令
【参事・課長級】

新所属課名 新任職名 氏名 前所属課等 備　　考
建　設　課 参事兼課長 矢口俊樹 建設課長 参事昇格
税　務　課 課長 太田雄介 観光課長
観　光　課 課長 鈴木広章 会計室長／会計管理者
会　計　室 室長 /会計管理者 太田俊祉 総務課長補佐兼総務係長 課長級昇格

【課長補佐・係長級】
新所属課名 新任職名 氏名 前所属課等 備　　考

総　務　課
課長補佐兼総務係長 長澤　肇 住民課住民係長 課長補佐昇格
財政係長 飯森可奈子 教育委員会事務局子育て支援課母子健康係長
情報環境係長 山岸大祐 総務課企画調査係長 課内異動
企画政策係長 渡邉宏太 教育委員会事務局生涯学習スポーツ課生涯学習係長

税　務　課 課税係長 一井　剛 総務課財政係長
住　民　課 住民係長 太田千恵 税務課課税係 係長昇格

教育委員会事務局	
子育て支援課

母子健康係長 中島由実子 子育て支援課母子健康係 係長昇格
主任保育士 太田有紀 しろうま保育園園長

しろうま保育園 園長 太田智美 子育て支援ルーム主任保育士
主任保育士 松澤菜津子 しろうま保育園保育士 主任保育士昇格

子育て支援ルーム
主任保育士 武田恵理 しろうま保育園主任保育士
主任保育士 太田有紀(兼) しろうま保育園園長 子育て支援課兼務

教育委員会事務局	
生涯学習スポーツ課

スポーツ振興係長 伊藤達男 住民課付係長（北アルプス広域連合派遣）
生涯学習係長 田中元気 総務課企画調査係 係長昇格

【その他の職員】
新所属課名 新任職名 氏名 前所属課等 備　　考
総　務　課 主査 伊東里志 総務課総務係 主査昇格
税　務　課 主幹 山岸茂幸 税務課参事兼課長 管理監督職勤務上限年齢による

主任 原田瑞希 総務課付（長野県市町村課派遣）
住　民　課 課付主査 長澤秀美 課付係長 再任用／白馬山麓事務組合派遣
健康福祉課 主査 穂谷圭祐 教育委員会事務局教育課教育係
観　光　課 主事 内藤優太 農政課国土調査係

農　政　課
主任 大谷譲二 農政課土地改良係 主任昇格
主事 郷津知哉 教育委員会事務局	

生涯学習スポーツ課スポーツ振興係
議会事務局 主査 吉沢美穂 住民課住民係

教育委員会事務局	
子育て支援課

主任 淺川里佳 子育て支援課子育て支援係 主任昇格
主事 藤本竜伎 農政課農林係

しろうま保育園 保育士 松澤ひとみ 子育て支援ルーム 再任用
教育委員会事務局	
生涯学習スポーツ課

主査／公民館長 太田洋一 生涯学習スポーツ課生涯学習係長／公民館長 再任用
主査 関口久人 生涯学習スポーツ課スポーツ振興係長 再任用

【新規採用】
新所属課名 新任職名 氏名
総　務　課 主任 小林　啓
税　務　課 主事 小川はな美

健康福祉課
保健師 横川友美
保健師 北澤優里愛
臨時的任用 丸山千恵

大林敬子

※令和6年3月31日付一般職退職者　
税務課 菊池　愛
健康福祉課 箱山哲也
議会事務局 宮下彩果
子育て支援課 西澤由美
しろうま保育園 柏原由美

令和6年4月1日付　機構改革
　	総務課	企画調査係を情報環境係と企画政策係に再編

新所属課名 新任職名 氏名
農　政　課 主事 中野太輔

教育委員会事務局
教育課 主任 早川　敬

しろうま保育園 保育士 塩見菜穂
保育士 矢口　舞

令和6年4月1日付異動対象者
　異動者数（課内異動含む）	 ……30名
　	上記の内課長職	…………………4名（内参事昇格1名、課長級昇格1名）
　	新規採用	…………………………10名（内臨時的任用2名）

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

お問合せ　白馬村役場　上下水道課　電話：0261-85-0714

収益的収入支出
収入 479,789 千円

支出 476,246 千円

資本的収入支出
収入 412,641 千円

支出 486,696 千円
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柏原 由美 菊池 愛 西澤 由美 箱山 哲也 宮下 彩果

令和6年3月31日  退職職員
～お世話になりました～

白馬村職員配置表
村　長　丸山　俊郎　　副村長　吉田　久夫 令和6年 4月 1日現在
課 係 職名 氏名

総
務
課

課長 田中克俊

総務係

課長補佐兼係長 長澤　肇
主査 羽鳥有貴
主任 伊東里志
主事 石腰昇平

企画政策係
係長 渡邉宏太
主任 小林　啓

情報環境係
係長 山岸大祐
主査 横川健太

財政係
係長 飯森可奈子
主任 伊藤理恵

税
務
課

課長 太田雄介

徴収係
徴収係長 松沢健一
主査 尾澤宗高
主事 大塚健斗

課税係

課税係長 一井　剛
主幹 山岸茂幸
主査 鷲澤友也
主任 原田瑞希
主事 小川はな美

住
民
課

課長 堤　則昭

環境衛生係

係長 太田充彦
主事 三澤涼太
課付主査 長澤秀美
課付主幹 塩島広幸

住民係

係長 太田千恵
主査 武田一馬
主事 佐藤　綸
主事 飯田佳奈
主事 小林悠佳

健
康
福
祉
課

課長兼地域包括支援センター長 工藤弘美
課付課長 松澤孝行

福祉介護係
係長 太田和也
主査 穂谷圭祐

健康づくり係

係長 稲垣まゆき
保健師 畔上瑞季
保健師 横川友美
保健師 北澤優里愛

観
光
課

課長 鈴木広章

観光商工係
係長 矢口浩樹
主事 内藤優太
主事 大和田悠太

農
政
課

課長 田中洋介

農林係
農林係長 大塚敦司
主事 久米俊輔
主事 中野太輔

国土調査係
係長 下川貴彦
主事 郷津知哉

土地改良係
係長 柏原英司
主任 大谷譲二

白馬村土地改
良区事務局 係長 下川貴彦 ( 兼務 )

課 係 職名 氏名

建
設
課

課長 矢口俊樹

建設係
課長補佐兼係長 横山勝典
主査 内川直人

土地利用・建
築係

係長 降籏大輔
主査 堀米拓実
主事 小池　翼

上
下
水
道
課

課長 廣瀬昭彦

上下水道係
上下水道係長 下川智之
主査 山岸大輝

業務係
係長 中村由加
主事 藤戸　洸

管理係
係長 柏原正樹
主事 淺川巽希

議会事務局
事務局長 下川浩毅
主査 吉沢美穂

会
計
室

会計管理者 /室長 太田俊祉
会計係 主事 篠崎絢女

白馬村教育委員会
教育長　横川　秀明　　教育次長　横川　辰彦

教
育
課

参事兼課長（兼務） 横川辰彦

教育係
係長 今井志保
主任 早川　敬

給食保健係
学校給食センター所長（兼務） 横川辰彦
係長 大森倫子

子
育
て
支
援
課(

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
）

課長	
こども家庭センター長 内山明子

子育て支援係

係長	
こども家庭センター統括支援員 松澤拓哉

主任保育士 太田有紀
主任 浅川里佳
保育士 矢口愛深

母子健康係
係長 中島由実子
主事 藤本竜伎

子育て支援
ルーム

主任保育士 武田恵理
主任保育士 太田有紀（兼務）
保育士 矢口愛深（兼務）

しろうま
保育園

園長 太田智美
主任保育士 北條亜紀子
主任保育士 松沢菜津子
保育士 江津実希
保育士 西村彩咲
保育士 塩見菜穂
保育士 矢口　舞
保育士 東　楓
保育士 渡邊智子
保育士 藤原千花
保育士 松澤ひとみ
保育士 関沢由香

生
涯
学
習

ス
ポ
ー
ツ
課

課長 松澤宏和

スポーツ
振興係

係長 伊藤達男
主査 関口久人
主任 栗山大貴

生涯学習係
係長 田中元気
主査 太田洋一
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白
馬
村
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
推
進
に
つ
い
て

皆
様
こ
ん
に
ち
は
、白
馬
村
デ
ジ
タ
ル
統
括
監
の
菅
で

す
。
広
報
誌
に
は
、今
回
で
2
回
目
の
執
筆
と
な
り
ま
す
。

去
年
の
4
月
か
ら
白
馬
村
役
場
に
赴
任
し
て
早
、一
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
一
年
に
進
め
た
白
馬
村
の
D
X
に

関
す
る
進
捗
報
告
を
行
い
ま
す
。

私
が
着
任
し
て
ま
ず
初
め
に
行
っ
た
の
は
、庁
内
業
務

改
善
の
着
手
で
し
た
。
理
由
と
し
て
は
、と
に
か
く
多
く

の
紙（
ア
ナ
ロ
グ
）を
使
用
し
た
業
務
が
非
常
に
多
か
っ
た

こ
と
か
ら
、ま
ず
役
場
内
業
務
を
改
善
す
る
べ
き
と
考
え

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、一
番
時
間
を
か
け
て
い
る
業
務
と

一
番
紙
を
使
っ
て
い
る
業
務
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
改
善

を
実
施
す
る
方
針
と
し
て
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
勤
怠
管
理
、文
書
管
理
、窓
口
対
応
、会
議

や
議
会
に
対
し
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化（
デ
ジ
タ
ル
化
）を
進
め

ら
れ
る
よ
う
、検
討
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
白
馬

村
役
場
の
方
針
の
一
つ
で
あ
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進
に

貢
献
し
ま
す
。

次
に
、住
民
の
方
へ
の
自
治
体
サ
ー
ビ
ス
が
ど
う
変
わ
っ

て
い
く
か
と
い
う
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
年

度
か
ら
白
馬
村
の
公
式
L
I
N
E
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
予

定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
大
き
く
2
つ
ほ
ど
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
改
善
が
で
き
ま
す
。
1
つ
目
は「
行
か
な
い
窓
口
」で
す
。

役
場
に
行
か
な
く
て
も
24
時
間
3
6
5
日
、手
続
や
申
請

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、一
人
親
家
庭

の
方
や
共
働
き
の
方
、お
体
の
悪
い
方
、繁
忙
期
で
時
間

が
取
れ
な
い
方
等
、役
場
に
行
き
た
い
け
ど
行
け
な
い
方
々

に
特
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

実
施
予
定
の
サ
ー
ビ
ス
の
一
例
と
し
て
、施
設
予
約
や
水

道
の
開
閉
栓
依
頼
、各
種
補
助
金
や
給
付
金
の
申
請
な
ど

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
2
つ
目
は
生
活
に
必
要
な

情
報
通
知
も
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
身
近
な
例
と
し

て
は
ご
み
の
収
集
日
情
報
や
ご
み
の
仕
分
け
相
談
な
ど
も

行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。
他
に
も
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
順

次
開
始
し
て
い
き
ま
す
の
で
、期
待
を
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
少
し
話
し
は
そ
れ
ま
す
が
住
民
の
皆
様

に
お
願
い
を
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
に
様
々

な
サ
ー
ビ
ス
を
ご
享
受
し
て
い
た
だ
く
に
は
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
も
し
古
い
携
帯
電
話
を
機

種
変
更
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
迷
わ
ず
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
変
更
す
る
こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。

次
に
、来
庁
い
た
だ
く
場
合
で
も「
書
か
な
い
窓
口
」の

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
予
定
で
す
。
特
に
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

の
手
続
な
ど
で
混
雑
の
多
か
っ
た
冬
期
は
、お
待
た
せ
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
が
、シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
窓

口
の
対
応
時
間
の
短
縮
を
図
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、あ
ま
り

書
か
な
い
、お
待
た
せ
し
な
い
住
民
窓
口
を
目
指
し
ま
す
。

最
後
に
、白
馬
村
の
近
未
来
に
向
け
た
お
話
し
を
い
た

し
ま
す
。
白
馬
村
は
ご
存
じ
の
と
お
り
観
光
が
基
幹
産
業

で
あ
り
、こ
の
分
野
の
変
革
も
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

具
体
的
に
は
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
や
観
光
ア
プ
リ
を
用

い
て
白
馬
フ
ァ
ン
を
も
っ
と
増
や
し
観
光
産
業
を
支
え
る

仕
組
み
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、地
域
の
事
業
者
の
方
に
も
協
力
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
、そ
の
際
に
は
改
め
て
ご
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

次
回
も
ま
た
、広
報
誌
で
良
い
報
告
が
で
き
る
よ
う
業

務
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、白
馬
村
役
場
と
D
X
推

進
チ
ー
ム
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。
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中
信
県
税
事
務
所
か
ら

の
お
知
ら
せ

軽
自
動
車
税
種
別
割
の
納
付
を
お
忘
れ
な
く
！

令
和
6
年
度
の
軽
自
動
車
税
種
別
割
の

納
期
限
は
5
月
31
日（
金
曜
日
）で
す
。

　

納
税
通
知
書
は
5
月
中
旬
ま
で
に
郵
便

で
お
手
元
に
届
き
ま
す
の
で
、次
の
方
法
に

よ
り
期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　【
金
融
機
関
等
の
窓
口
】

　
金
融
機
関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
・
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
が
で
き
ま
す
。

【
Q
R
コ
ー
ド
を
利
用
し
た
納
付
方
法
】

　

納
付
書
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
Q
R
コ
ー

ド
を
利
用
し
て
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら「
地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
」で
納

付（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
）す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
や
Q
R
コ
ー

ド
に
対
応
す
る
金
融
機
関
等
の
窓
口
で
も

納
付
で
き
ま
す
。

※�

地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
に
つ
い
て
は

納
税
通
知
書
に
同
封
す
る
チ
ラ
シ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

【
障
が
い
者
の
方
の
た
め
の
減
免
制
度
】

　

身
体
障
害
者
手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳
、療

育
手
帳
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
有

し
、一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
方
は
、申
請

す
る
こ
と
に
よ
り
、軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。4
月
～
5
月
に

対
象
と
な
る
方
に
減
免
申
請
書
を
お
送
り

し
て
い
ま
す
。

　

軽
自
動
車
の
減
免
は
毎
年
申
請
が
必
要

で
す
。

※�

自
動
車
税（
種
別
割
）の
減
免
を
受
け
る

方
は
、申
請
書
が
届
い
て
も
軽
自
動
車
税

の
減
免
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
納
税
証
明
書（
車
検
用
）】

　
口
座
振
替
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
納
付
さ

れ
た
方
に
は
、納
期
限
後
に
納
付
が
確
認
で

き
次
第
、納
税
証
明
書
を
発
送
し
ま
す
。

　

納
付
後
す
ぐ
に
納
税
証
明
書
が
必
要
な

方
は
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、金
融
機

関
ま
た
は
白
馬
村
役
場
会
計
室
で
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、こ
の
納
税
証
明
書
は
車
検
が
必
要

な
車
両
の
み
発
送
し
て
い
ま
す
。

　

車
検
の
必
要
が
な
い
原
動
機
付
自
転
車

や
小
型
特
殊
車
両
等
に
つ
い
て
は
発
送
し

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、必
要
な
方
は
白
馬
村

役
場
税
務
課
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、令
和
5
年
1
月
よ
り
軽
J
N
K
S

の
運
用
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
軽

J
N
K
S
と
は
、軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の

車
両
ご
と
の
納
付
情
報
を
、軽
自
動
車
検
査

協
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
確
認
で
き
る
シ
ス

テ
ム
で
、車
検
時
に
納
税

証
明
書
の
添
附
が
省
略

で
き
ま
す
。詳
細
に
つ
い

て
は
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

※ 

譲
渡
・
廃
車
し
た
の
に
納
税
通
知
書

が
届
い
て
し
ま
っ
た
場
合

　

4
月
1
日（
賦
課
期
日
）ま
で
に
軽
自
動

車
協
会
ま
た
は
白
馬
村
役
場
税
務
課
、各
関

係
団
体
で
廃
車（
返
納
・
解
体
返
納
）や
名
義

変
更
等
の
お
手
続
が
済
ん
で
い
な
い
場
合

は
、当
村
に
お
い
て
登
録
情
報
の
変
更
を
把

握
で
き
な
い
た
め
、引
き
続
き
課
税
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
も
し
、車
両
を
す
で
に
お
持
ち
で
な
い
の

に
課
税
が
続
い
て
い
る
場
合
は
、軽
自
動
車

税
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
税
止
め
の
手
続
に
つ
い
て

　
譲
渡
・
廃
車
な
ど
の
お
手
続
を
他
都
道
府

県
で
行
っ
た
と
き
は
、税
止
め（
税
申
告
）が

必
要
で
す
。1
2
5
cc
を
超
え
る
二
輪
車

や
、四
輪
・
三
輪
の
軽
自
動
車
の
登
録
内
容

の
変
更
等
に
つ
い
て
、市
町
村
で
は
申
告
に

基
づ
い
て
把
握
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

譲
渡
や
抹
消
な
ど
の
お
手
続
を
行
っ
た
場

合
で
も
、旧
登
録
地
の
市
町
村
へ
の
申
告
が

な
い
場
合
は
、変
更
等
に
つ
い
て
把
握
で
き

な
い
た
め
、翌
年
度
以
降
も
課
税
が
続
い
て

し
ま
い
ま
す
。こ
の
時
の
旧
登
録
地
へ
の
申

告
が「
税
止
め
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
二
輪
車
は
税
止
め
が
さ
れ
て
い
な

い
場
合
が
多
く
、旧
所
有
者
に
納
税
通
知
書

が
届
い
て
し
ま
い
、思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
の
原

因
と
な
り
ま
す
の
で
、必
ず
お
手
続
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、手
続
場
所
が
長
野
県
内
で
あ
る
場

合
に
は
税
止
め
手
続
は
不
要
で
す
。ま
た
、

各
関
係
団
体
に
税
止
め
申
告
の
代
行
を
依

頼
し
た
場
合
も
手
続
は
不
要
で
す
。

自
動
車
税（
種
別
割
）の
納
付

に
つ
い
て

普
通
自
動
車
を
お
持
ち
の

方（
4
月
1
日
現
在
の
名
義

人
）に
課
税
さ
れ
る
自
動
車
税

（
種
別
割
）の
納
期
限
は
令
和

6
年
5
月
31
日（
金
曜
日
）で

す
。
5
月
上
旬
に
お
手
元
に

届
く「
納
税
通
知
書
」に
よ
り
、

金
融
機
関
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決

済
ア
プ
リ
な
ど
で
納
期
限
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
5
月
下

旬
に
な
っ
て
も「
納
税
通
知
書
」

が
届
か
な
い
場
合
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

お問合せ　中信県税事務所大町事務所　電話：0261-23-6505

お問合せ　白馬村役場　税務課　電話：0261-85-0712
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戸
籍
の
広
域
交
付
が
始
ま
り

ま
し
た

白
馬
村
に
お
け
る
水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金
等

（
水
張
り
・
畑
地
化
促
進
）に
つ
い
て

　

本
籍
地
で
の
み
交
付
し
て
い
た
戸
籍
証
明
書
等
が

白
馬
村
役
場
で
も
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

広
域
交
付
の
対
象
と
な
る
証
明
書

戸
籍
全
部
事
項
証
明
書　
1
通　
4
5
0
円

除
籍
全
部
事
項
証
明
書　
1
通　
7
5
0
円

改
製
原
戸
籍　
　
　
　
　
1
通　
7
5
0
円

広
域
交
付
で
証
明
書
を
請
求
で
き
る
人

本
人

配
偶
者

父
母
、祖
父
母
等（
直
系
尊
属
）

子
、孫
等（
直
系
卑
属
）

※
兄
弟
・
姉
妹
は
請
求
不
可

※
法
定
代
理
人
、委
任
状
に
よ
る
代
理
人
請
求
は
不
可

必
要
書
類

　

顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類（
免
許
証
・
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
障
が
い
者
手
帳
な
ど
）

※�

保
険
証
等
顔
写
真
が
な
い
書
類
で
は
交
付
で
き
ま

せ
ん

　

顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
が
な
い
場
合
は
本

籍
地
に
請
求
を
お
願
い
し
ま
す
。

郵
送
で
の
広
域
交
付
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

相
続
関
係
で
出
生
か
ら
死
亡
ま
で
の
全
戸
籍
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
請
求
す
る
な
ど
、一
度
に
複
数
の
請
求
を

す
る
場
合
は
、長
い
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
可
能
性
が

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
場
合
に
よ
っ
て
は
当
日
中
の
交
付
が
で
き
ず
、受
け

取
り
の
た
め
に
後
日
の
再
来
庁
を
お
願
い
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

白
馬
村
の
農
業
者
の
皆
様
が
活
用
し
て
い
る
国（
農
林
水

産
省
）の
農
業
者
支
援
制
度
は
左
記
に
お
示
し
の
と
お
り
５

つ
ほ
ど
あ
り
ま
す
。＊1

　

戦
略
作
物
助
成
、産
地
交
付
金
等
は
主
に
は
村
内
の
大
規

模
農
業
法
人
の
そ
ば
や
麦
・
大
豆
の
転
作
が
対
象
で
す
が
、そ

の
他
の
法
人
や
個
人
の
認
定
農
業
者
の
ア
ス
パ
ラ
や
、ミ
ニ

ト
マ
ト
等
の
園
芸
品
目
も
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
ち
ら

で
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、水
田
機
能
を
維
持
し
な
が
ら

そ
ば
、麦
・
大
豆
等
の
畑
作
物
を
生
産
す
る
農
地
に
つ
い
て
は

水
稲
と
の
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
観
点
か
ら
、「
５

年
に
１
度
、１
か
月
以
上
の
水
張
り
を
行
う
」と
い
う
ル
ー
ル

が
あ
り
、そ
れ
が
で
き
な
い
水
田
は
令
和
９
年
度
以
降
は
交

付
金
の
対
象
外
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

一
方
、畑
地
化
推
進
事
業
と
い
う
も
の
が
令
和
５
年
度
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、水
田
か
ら
そ
ば
や
麦
・
大
豆
等
の
畑
作

物
へ
の
転
換
で
か
つ
一
定
規
模
の
面
積
で
団
地
化
さ
れ
て
い

る
等
の
条
件
が
あ
り
、こ
ち
ら
も
村
内
の
大
規
模
農
業
法
人

が
行
う
農
地
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
、課
題
と
な
っ
て
く
る
の
は
、い
ず
れ
の
交
付
金
も
対

象
と
な
ら
な
い
農
地
で
耕
作
が
で
き
な
く
な
り
、耕
作
放
棄

地
が
増
え
、転
作
面
積
が
確
保
で
き
な
く
な
る
こ
と
や
景
観

を
阻
害
す
る
こ
と
、鳥
獣
被
害
が
発
生
す
る
等
の
懸
念
が
あ

り
ま
す
。

【
国
の
農
業
者
支
援
制
度
】

〇
水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金

１
．�戦
略
作
物
助
成
＊2

２
．産
地
交
付
金
＊2

３
．�畑
地
化
促
進
事
業
＊3
（
令
和
5
年
度
～
）

〇
経
営
所
得
安
定
対
策

１
．�畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金（
通
称「
ゲ
タ
対
策
」）

２
．�収
入
減
少
影
響
緩
和
交
付
金（
通
称「
ナ
ラ
シ
対
策
」）

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

　お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766

〇�

５
年
に
１
度
、１
か
月

以
上
の
水
張
ル
ー
ル

に
よ
る
交
付
対
象
可

否
の
例

〇
交
付
対
象
農
地

＊
1�

農
林
水
産
省
か
ら
直
接
、
農
業

者
に
支
払
わ
れ
る
交
付
金
で
す

＊
2�

水
田
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の

農
業
者
に
支
払
わ
れ
る
交
付
金

※
定
期
的
な
水
張
り
（
５
年
に
１

度
、
１
か
月
以
上
）
を
し
な
い
水

田
は
、令
和
９
年
度
以
降
、そ
ば
・

大
豆
・
麦
等
の
交
付
金
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

＊
3�

水
田
を
畑
地
化
す
る
農
業
者
に
、

生
産
が
安
定
す
る
ま
で
の
一
定

期
間
、
支
払
わ
れ
る
交
付
金
で

す
。

　　　　　　　　　　　　　　【以下に該当する場合は交付対象外】
　・現況において非農地に転用された土地　・3年間連続して作物の作付が行われていない農地
　・次のいずれかに該当する農地（畑地化し、水田機能を喪失した農地）
　　　湛水設備（畦畔等）を有しない農地　　　用水路等を有しない農地
　・令和 9年度以降、過去 5年間連続して水稲作付が行われていない農地（5年水張りルール）＊2

田

畑作物の直接支払交付金（ゲタ対策）

水田活用の直接支払交付金

畑
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「
白
馬
村
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
」が
開
設
と

な
り
ま
す

田
頭
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の
文
化
財
指

定
に
つ
い
て

白
馬
村
図
書
館
協
議
会
の
委
員

を
募
集
し
ま
す

　

妊
産
婦
や
子
ど
も
、子
育
て
家
庭

に
対
す
る
支
援
を
一
層
充
実
さ
せ
る

た
め
、児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、

令
和
６
年
４
月
か
ら
各
自
治
体
に

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
す

る
こ
と
が
努
力
義
務
化
さ
れ
ま
し

た
。

　

白
馬
村
に
お
い
て
も
、母
子
保
健

と
児
童
福
祉
の
両
部
門
が
連
携
・
協

働
し
、妊
産
婦
や
乳
幼
児
か
ら
18
歳

ま
で
の
お
子
さ
ん
、そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

行
う
た
め
、令
和
6
年
4
月
1
日
か

ら
子
育
て
支
援
課
内
に「
白
馬
村
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」が
開
設
と
な

り
ま
す
。

　

子
育
て
・
就
園
・
就
学
・
学
校
生

活
・
日
常
の
こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
３
月
４
日
付
け
で
、白
馬
村
の
天
然
記
念
物
に

「
田
頭
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
」が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
堀
之
内
地

区
田
頭
に
あ
る
こ
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
は
、エ
ド
ヒ
ガ
ン
系
の

シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
で
推
定
樹
齢
は
３
０
０
年
以
上
の
古
木
で
す
。

幹
回
り
3
4
0
cm
、樹
高
10
ｍ
、枝
張
り
は
東
側
4
ｍ
、西
側

3
ｍ
、南
側
12
ｍ
の
迫
力
あ
る
巨
木
で
あ
り
、平
成
26
年
に

発
生
し
た
神
城
断
層
地
震
で
は
、周
辺
の
家
屋
が
倒
壊
し
た

中
で
も
し
っ
か
り
持
ち
こ
た
え
、以
降
も
毎
年
見
事
な
花
を

咲
か
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
種
の
桜
と
し
て
は
、

同
じ
く
白
馬
村
の
天
然
記

念
物
と
し
て
指
定
さ
れ
て

い
る
貞
麟
寺
の
シ
ダ
レ
ザ

ク
ラ
に
次
ぐ
桜
で
あ
り
、

後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め

に
も
保
護
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
私
有
地
に

あ
る
桜
の
た
め
、
敷
地
内

へ
の
立
ち
入
り
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

　
図
書
館
の
運
営
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、広
く
村

民
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、白
馬
村
図
書
館
協
議
会
の
委
員
を
公
募
し

ま
す
。

応
募
資
格
：
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

　
①
白
馬
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
20
歳
以
上
の
方

　
②�

他
の
審
議
会
等
の
公
募
委
員
に
選
任
さ
れ
て
い

な
い
方

　
③
図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て
深
い
関
心
の
あ
る
方

募
集
人
員
：
４
名
以
内

任 

期
：
委
嘱
の
日
か
ら
令
和
８
年
３
月
ま
で（
約
２

年
間
）

開
催
回
数
：
年
2
回
程
度（
予
定
）

報
酬
：
3
，8
0
0
円
／
回

応 

募
方
法
：
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

持
参
・
郵
送
・
電
子
メ
ー
ル
等
に
よ
り
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
：
5
月
２
日（
木
曜
日
）

　

�

選
考
方
法
：
提
出
さ
れ
た
応
募
申
込
書
に
よ
り
選

考
し
ま
す
。

　

応
募
申
込
書
は
、白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、白
馬
村
図
書
館
ま
た
は

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
窓
口（
白
馬
村
保
健
福
祉
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階
）に
て
お
渡
し
し
ま
す
。

　
多
く
の
方
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お問合せ　白馬村こども家庭センター（白馬村教育委員会　子育て支援課内）電話：0261-85-8101

お問合せ　白馬村役場　生涯学習スポーツ課（白馬村公民館）電話：0261-85-0726

お問合せ　白馬村教育委員会事務局 生涯学習スポーツ課　電話：0261-85-0726
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水
道
設
備
の
確
認
を　

―
漏
水
の
対
応
は
お
早
め
に
―

　
４
月
か
ら
、令
和
６
年
度
の
検
針
が
始
ま
り

ま
す
。家
に
降
り
積
も
っ
た
雪
も
融
け
、例
年

漏
水
が
発
見
さ
れ
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。令

和
５
年
度
も
大
規
模
な
寒
波
が
襲
来
し
、全
国

的
に
水
道
の
凍
結
等
の
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

　
凍
結
は
管
路
の
漏
水
に
繋
が
り
、水
道
料
金

の
高
額
な
請
求
に
関
し
て
多
く
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
ま
す
。

漏
水
の
確
認
方
法

　
冬
期
間
は
、多
く
の
世
帯
で
冬
期
暫
定
使
用

量
に
よ
る
請
求
を
し
て
い
る
た
め
、水
道
、下

水
道
の
使
用
量
や
請
求
金
額
な
ど
の
数
値
に

よ
る
漏
水
の
確
認
が
で
き
ま
せ
ん
。漏
水
に
よ

り
発
生
す
る
次
の
事
象
に
つ
い
て
、心
当
た
り

が
あ
る
場
合
漏
水
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

水
道
を
使
用
し
て
お
ら
ず
、雨
も
降
っ
て
い

な
い
の
に
水
音
が
聞
こ
え
る
、又
は
土
が
湿
っ

て
い
る
。

・�

蛇
口
か
ら
出
て
く
る
水
の
水
圧
が
減
っ
た
。

な
ど

　
ま
た
、水
道
メ
ー
タ
ー
の
確
認
に
よ
る
漏
水

の
確
認
も
有
効
で
す
。物
件
内
で
の
水
の
使
用

を
一
旦
全
て
停
止
し
た
う
え
で
水
道
メ
ー
タ
ー

を
確
認
し
、そ
の
際
メ
ー
タ
ー
に
動
き
が
あ
れ

ば
予
期
せ
ぬ
箇
所
か
ら
の
流
水
が
あ
る
こ
と

を
示
し
、漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。こ
れ

ら
は
少
量
の
水
の
動
き
で
も
反
応
す
る
た
め
、

水
道
使
用
者
ご
自
身
で
も
確
認
が
可
能
で
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
は
２
種
類
あ
り
、確
認
方
法
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
ア
ナ
ロ
グ
メ
ー
タ
ー
の
場
合
）

　

文
字
盤
が
回
る
こ
と
で
表
示
を
更
新
す
る

電
気
を
使
わ
な
い
メ
ー
タ
ー
で
す
。

　
流
水
が
あ
る
場
合
、メ
ー
タ
ー
中
央
付
近
に

配
置
さ
れ
て
い
る
銀
色
の
円
盤（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）

が
回
り
ま
す
。

（
デ
ジ
タ
ル
メ
ー
タ
ー
の
場
合
）

　

モ
ニ
タ
ー
に
デ
ジ
タ
ル
数
字
で
メ
ー
タ
ー

の
指
針
が
表
示
さ
れ
る
メ
ー
タ
ー
で
す
。

　
流
水
が
あ
る
場
合
、モ
ニ
タ
ー
右
下
に
表
示

さ
れ
る
黒
い
四
角（
■
）が
点
滅
し
ま
す
。

漏
水
の
原
因

　
漏
水
が
発
生
す
る
主
な
原
因
に
は
、「
劣
化
」

「
振
動
」「
凍
結
」の
３
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

劣
化　

上
下
水
道
設
備
は
お
よ
そ
40
年
で
破

損
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、気
温
や

湿
度
な
ど
の
環
境
に
よ
っ
て
変
わ
る
た
め
、白

馬
村
で
は
設
置
後
10
年
経
過
を
目
安
に
、十
分

に
注
意
し
て
管
理
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

振
動　

地
震
な
ど
の
外
部
か
ら
の
振
動
や
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ン
マ
ー

（※１）

の
衝
撃
・
振
動
、通

水
時
の
管
の
振
動
に
よ
る
水
道
管
の
破
損
は

ど
の
建
物
で
も
起
こ
り
え
ま
す
。特
に
、ウ
ォ
ー

タ
ー
ハ
ン
マ
ー
は
近
年
多
く
み
ら
れ
る
レ
バ
ー

式
の
水
道
に
起
因
す
る
も
の
が
多
く
、衝
撃
・

振
動
を
な
る
べ
く
抑
え
る
た
め
に
徐
々
に
開

閉
す
る
な
ど
の
工
夫
が
大
切
で
す
。

※
１��

配
管
内
の
水
の
速
さ
が
急
激
に
変
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、管
内
の
圧
力
が
過
度

に
上
昇
・
下
降
す
る
現
象

凍
結　

気
温
が
氷
点
下
を
下
回
る
日
が
続
く

と
、水
道
が
凍
結
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。水

道
管
が
凍
結
す
る
と
、水
が
氷
に
凝
固
す
る
た

め
に
体
積
が
1
．1
倍
に
増
加
し
水
道
管
を

圧
迫
し
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、水
が
出
な
く
な

る
だ
け
で
な
く
、水
道
管
が
破
損
し
解
氷
と
同

時
に
漏
水
が
発
生
し
ま
す
。凍
結
す
る
箇
所

は
、特
に
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る

箇
所
が
多
く
、屋
外
で
は
凍
結
防
止
帯
が
巻
か

れ
て
い
な
い
管
、屋
内
で
は
蛇
口
付
近
や
シ
ャ

ワ
ー
な
ど
で
の
破
損
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

漏
水
が
発
生
し
た
場
合

　
普
段
か
ら
注
意
し
て
管
理
し
て
い
て
も
、予

期
せ
ぬ
漏
水
が
発
生
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。白
馬
村
水
道
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者

（※２）

に
依
頼
し
、修
理
を
し
ま
し
ょ
う
。修

理
す
る
ま
で
の
間
、状
況
に
応
じ
て
不
凍
式
止

水
栓
等
に
よ
り
止
水
す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

　

万
が
一
、漏
水
が
発
生
し
高
額
な
請
求
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、お
客
様
の
負
担
を
緩

和
す
る
た
め
に
料
金
の
一
部
を
減
免
で
き
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、漏
水
に
よ
る
水

道
料
金
等
の
負
担
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、漏

水
を
早
期
に
修
繕
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、貴

重
な
水
を
大
切
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
も
の
で
す
。

※
２��
村
内
で
の
水
道
施
設
の
工
事
を
請
け
負

う
業
者
と
し
て
、白
馬
村
が
指
定
す
る

事
業
者
で
す
。白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

︿
減
免
対
象
期
間
が
変
わ
り
ま
す
﹀

　
申
請
日
に
よ
っ
て
、漏
水
減
免
の
取
扱
い
が

異
な
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
変
更
は
、貴
重
な
水

を
よ
り
大
切
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

変
更
に
な
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
令
和
6
年
6
月
30
日
ま
で
）

申
請
の
あ
っ
た
日
か
ら
12
か
月
を
超
え
な
い

期
間

⇒

�

漏
水
発
生
か
ら
最
長
12
か
月
間
が
減
免
対

象
期
間
で
す
。

　
（
令
和
6
年
7
月
１
日
か
ら
）

漏
水
修
理
を
完
了
し
た
日
の
属
す
る
検
針
期

間
か
ら
起
算
し
て
6
か
月
以
内
の
期
間

⇒

�

漏
水
修
理
完
了
ま
で
の
最
長
6
か
月
間
が

減
免
対
象
期
間
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
設
備
管
理

　
漏
水
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
、又
は
発
生
し

た
場
合
早
期
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
メ
ー
タ
ー

位
置
の
確
認
と
定
期
的
な
メ
ー
タ
ー
確
認
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、普
段
利
用
し
て
い
な
い
建
物
や
設
備

が
あ
る
方
は
特
に
気
を
付
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。万
が
一
、漏
水
が
発
生
し
た
場
合
、高

額
な
請
求
に
繋
が
り
ま
す
の
で
、長
期
間
使
用

す
る
予
定
の
な
い
場
合
は
、水
道
メ
ー
タ
ー
の

確
認
と
水
抜
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

過
去
に
民
宿
を
営
業
し
て
い
た
建
物
な
ど

管
理
す
る
物
件
が
大
き
く
、ど
う
し
て
も
隅
々

ま
で
管
理
が
十
分
に
で
き
な
い
場
合
、水
道
設

備
の
規
模
縮
小
な
ど
の
設
備
改
修
も
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

お問合せ　白馬村役場　上下水道課　電話：0261-85-0714
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4
月
に
な
り
新
し
い
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
嬉
し
い
こ
と
や
楽
し
い
こ
と
も
多

い
時
期
で
す
が
、
慣
れ
な
い
こ
と
で
心
が
不

安
定
に
な
り
が
ち
な
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

心
が
不
安
定
な
時
は
、
自
分
一
人
で
は
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
感
情
か
ら
抜
け
出
す
の
に
時
間
が

か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
人
で
悩
み
こ

ま
ず
誰
か
に
話
し
て
、
視
野
を
広
め
て
別
の

道
（
捉
え
方
）
を
探
す
の
は
と
て
も
大
切
な

こ
と
で
す
。
自
分
ら
し
い
生
活
が
で
き
る
よ

う
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
大
北
地
区
障
が
い
者
運
動
会
実
行
委
員

会
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
と

の
相
互
理
解
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
を
通
じ
て
体
力
の

維
持
増
強
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
令
和

６
年
度
大
北
地
区
障
が
い
者
運
動
会
を
左

記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

１
．
主
催

　�

大
北
地
区
障
が
い
者
運
動
会
実
行
委
員

会
（
構
成
団
体
：
福
祉
関
係
団
体
及
び

行
政
機
関
）

２
．
日
時

　�

令
和
６
年
６
月
29
日
（
土
曜
日
）

　
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
前
11
時
40
分

　�
運
動
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
開
催
し
ま

す
（
希
望
者
の
み
）

３
．
場
所

　�

大
町
市
総
合
体
育
館
（
大
町
市
常
盤

5
6
3
8
番
地
44
）

　�

懇
親
会
の
会
場
は
未
定
で
す
（
村
内
を
予

定
し
て
い
ま
す
）

４
．
対
象

　�

大
北
地
区
に
居
住
す
る
障
が
い
の
あ
る

方
と
そ
の
家
族
そ
の
他
一
般
住
民
の
方

５
．�

競
技
内
容
（
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）

　�

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
玉
入
れ
、
パ

ン
食
い
競
争
他

６
．
参
加
申
込

　�

参
加
に
は
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。
参

加
ご
希
望
の
方
は
、
令
和
６
年
５
月
27

日
（
月
曜
日
）
ま
で
に
役
場
健
康
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　�

持
ち
物
、
懇
親
会
の
会
場
そ
の
他
詳
細
は

申
込
者
へ
別
途
文
書
に
て
送
付
し
ま
す
。

７
．�

実
行
委
員
会
事
務
局

　�

長
野
県
大
町
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課

福
祉
係

　
電
話�

0
2
6
1
‐
2�

3
‐
6
5
0
8

　
フ
ァ
ッ
ク
ス�

0
2
6
1
‐
2�

3
‐
6
5
0
9

＊
一
時
保
育

6
か
月
を
過
ぎ
た
乳
児
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

保
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
等
の
目
的
で
、
お

子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
保
育
し
ま
す
。

対
象
児

・�

村
内
に
住
ん
で
い
る
方
（
親
子
共
に
住
民

票
の
あ
る
方
）

・�

生
後
6
か
月
を
過
ぎ
た
翌
月
の
1
日
か
ら

10
か
月
ま
で
の
乳
児

　（
例
）　�

5
月
10
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
・・・

12
月
1
日
か
ら

実
施
時
間

8
時
30
分
か
ら
12
時
の
間
で
希
望
す
る
時
間

の
中
で
2
時
間
程
度

利
用
は
月
曜
日
・
水
曜
日
に
限
り
ま
す
。

利
用
日
数

・
1
人
に
つ
き
、
月
2
回
ま
で

・
1
日
に
つ
き
一
組
限
定

�（
安
全
確
保
の
た
め
保
育
士
の
確
保
が
で
き
な
い

時
は
受
け
入
れ
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

実
施
場
所

白
馬
村
子
育
て
支
援
ル
ー
ム

利
用
料
金

1
時
間
・・・
3
0
0
円

・�

利
用
日
毎
に
利
用
料
を
徴
収
し
ま
す
。

お
つ
り
が
な
い
よ
う
に
準
備
を
お
願
い

し
ま
す
。

申
込
み
方
法
・
申
込
み
期
限

・�

利
用
ご
希
望
の
方
は
お
子
さ
ん
の
様
子
を

お
聞
き
し
た
い
の
で
事
前
に
支
援
ル
ー
ム

に
来
て
頂
き
ま
す
。

・�

年
度
ご
と
、利
用
開
始
ま
で
に「
一
時
保
育
・

休
日
保
育
利
用
申
込
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
用
紙
は
子
育
て
支
援
ル
ー
ム
に

あ
り
ま
す
。

・�

利
用
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
、
子
育
て
支

援
ル
ー
ム
ま
で
、
希
望
日
と
希
望
時
間
を

利
用
申
込
書
に
毎
回
記
入
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

村内にお住いの未就園児と近隣市町村にお住いの未就園児と保護者の皆様が利用できるようになりました。
皆さんお誘い合わせて遊びに来てください。

＊土曜日の一時保育はしろうま保育園で実施（要予約）　予約は支援ルームで受け付けます。

令和6年度　心の相談会 健
康
づ
く
り
だ
よ
り

心
の
相
談
会

   お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713

   お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713

   お問合せ　白馬村子育て支援ルーム　電話：0261-72-3025

日　　時　毎月第4火曜日
　　　　　�（広報最終ページの保健ガイドや白馬村行政公式ホー

ムページにて日程をご確認ください）
場　　所　白馬村保健福祉ふれあいセンター　2階�福祉相談室
相談方法　面談　または　電話　　※要予約
相談時間　面談は30分～1時間、電話は30分
相 談 料　無料
相 談 員　臨床心理士
予約方法　①電話　　健康福祉課�0261-85-0713
　　　　　　または　役場代表　�0261-72-5000
　　　　　②FAX�　�0261-72-7001
　　　　　③メール　kokoronosoudan898@gmail.com

白馬村行政公式ホームページ
心の健康

令
和
６
年
度

大
北
地
区
障
が
い
者
運
動
会

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

白
馬
村
子
育
て
支
援
ル
ー
ム

＊
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

月 火 水 木 金 土 日

9:30～12:00 なかよし
ひろば

なかよし
ひろば

なかよし
ひろば

なかよし
ひろば

なかよし
ひろば 休館 休館

13:00～16:00 午後は自由にご利用ください。＊イベント等は午前中に行います 休館 休館

8:30～17:00 一時保育
（要予約）

一時保育
（要予約）

一時保育
（要予約）

一時保育
（要予約）

一時保育
（要予約） 休館 休日保育

（要予約）

はくば4月.indd   13はくば4月.indd   13 2024/04/07   19:502024/04/07   19:50
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小
中
学
生
と
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

学
習
支
援
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集�

白
馬
小
中
学
校
・
白
馬
村
教
育
委
員
会

　
白
馬
村
内
の
小
中
学
校
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
学
習
等
の
支
援
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
も
、
児
童
生
徒
の
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
左
記
の
講
座
で
、
学
習
支
援
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〜学習支援ボランティア　申込み方法〜
　学習支援ボランティア登録申込書（各学校にあります）に記入し、提出ください
※直接学校へお越しいただいても結構ですし、電話、FAX、メールでも結構です
※申込み期限　令和6年4月26日（金曜日）
（＊年度当初の発足に向けての締め切り日であり、随時受け付けています）
お問合せ・申込み先：白馬南小学校　教頭　電話�0261-75-2010　�FAX�0261-75-3720
　　　　　　　　　　白馬北小学校　教頭　電話�0261-72-2029　�FAX�0261-72-6758
　　　　　　　　　　白馬中学校　　教頭　電話�0261-72-2026　�FAX�0261-72-4863
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：hakubac@hakubajh.ed.jp
※�応募いただいた方は、本校のボランティアリストに登録し、学校よりご協力をお願いしたい場合に、都度ご
連絡します。

白
馬
南
小
学
校

ク
ラ
ブ
活
動
講
師

　
□�

令
和
5
年
度
は
、「
ア
ウ

ト
ド
ア�

ク
ラ
ブ
」「
ダ
ン

ス�

ク
ラ
ブ
」「
手
芸�

ク
ラ

ブ
」「
囲
碁
将
棋�

ク
ラ
ブ
」

の
指
導
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
に
講
師
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の

希
望
で
、
年
度
ご
と
色
々

な
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
ま
す

の
で
講
師
や
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

総
合
的
な
学
習
支
援
、

遠
足
引
率
補
助

　
□�

高
学
年
（
4
〜
6
年
生
）

の
学
習
で
、「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」
を
使
っ
て
村

内
や
近
隣
市
町
村
に
出
掛

け
て
、
地
域
の
自
然
、
歴

史
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

そ
の
際
の
講
師
や
引
率
の

補
助
を
お
願
い
し
ま
す
。

ス
キ
ー
学
習
補
助
、

マ
ラ
ソ
ン
大
会
補
助

　
□�

1
月
〜
2
月
の
、
ス
キ
ー

行
事
、ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
大
会
時
の
、
コ
ー

ス
誘
導
や
、
6
月
頃
か
10

月
頃
の
「
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

で
、
コ
ー
ス
の
見
守
り
を

お
願
い
し
ま
す
。

白
馬
中
学
校

放
課
後
学
習
講
師
（
数
学
）

　
□�

授
業
で
理
解
が
不
十
分
な
点
な
ど
の
補
充
学
習
を
実
施
し
ま
す
。

　
　�

プ
リ
ン
ト
は
学
校
で
準
備
し
ま
す
。
生
徒
の
質
問
に
答
え
、
説
明

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
■�

月
２
回
（
基
本
：
第
１・３
水
曜
日
の
放
課
後�

15
時
か
ら
16
時
30

分
）

　
　�

現
在
７
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

添
削
（
新
聞
を
活
用
し
た
学
び
）

　
□�

生
徒
は
新
聞
の
記
事
を
専
用
ノ
ー
ト
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
し
、
感
想
等

を
書
い
た
り
し
て
提
出
し
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
添
削
や
、

コ
メ
ン
ト
を
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
■
月
２
回
（
基
本
：
第
１・３
水
曜
日
の�

9
時
か
ら
12
時
）

　
　�

ご
都
合
の
つ
く
時
間
帯
で
結
構
で
す
。
現
在
６
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
が
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

放
課
後
学
習
講
師
（
英
会
話
）

～
一
緒
に
学
び
た
い
方
も
大
歓
迎
で
す
！
～

　
□�
白
馬
中
A
L
T
が
中
心
に
な
り
、
机
も
イ
ス
も
筆
記
用
具
も
な
い

環
境
で
、
学
年
の
枠
を
越
え
て
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
英
会
話
を

学
び
ま
す
。
生
徒
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
一
緒
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
。

　
■
年
間
６
回
程
度
（
基
本
：
隔
月
最
終
水
曜
日
の
放
課
後�

15
時
か
ら
16
時
）

読
み
聞
か
せ
講
師
（
読
書
）

　
□�

令
和
５
年
度
は
、
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
各
教
室
で
、
生

徒
約
30
名
に
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
読
み
聞
か
せ

の
ス
タ
イ
ル
は
お
任
せ
し
ま
す
。

　
■
年
間
１
〜
２
回

と
も
に�

あ
い�

タ
イ
ム
（
仮
称
）

　
□�

普
段
の
清
掃
や
給
食
の
時
間
に
見
守
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
ふ
れ

あ
っ
た
り
一
緒
に
活
動
し
た
り
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
■�

週
1
回
程
度
　
＊
現
在
、
検
討
中
の
内
容
に
つ
き
、
詳
細
に
つ
い

て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

白
馬
北
小
学
校

も
の
づ
く
り
講
師

　
□�

家
庭
科
の
裁
縫
や
手
芸
、
ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
や
木
工
な
ど
児
童

と
一
緒
に
手
作
り
の
素
晴
ら
し
さ

を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

趣
味

　
□��

本
の
読
み
聞
か
せ
や
書
道
、
英
会

話
、
将
棋
・
囲
碁
な
ど
児
童
と
一

緒
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

生
活
支
援

　
□�

通
訳
や
あ
い
さ
つ
当
番
、
ク
マ
出

没
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
下
校
付
き

添
い
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

歴
史

　
□�

戦
争
体
験
や
ス
キ
ー
・
観
光
の
歴

史
を
話
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
寺

社
・
石
碑
や
塩
の
道
を
ガ
イ
ド
し

な
が
ら
一
緒
に
巡
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
地
域
に
根
差
し
た
学
び
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

郷
土
料
理
講
師

　
□�

み
そ
づ
く
り
や
豆
腐
づ
く
り
な
ど
、

白
馬
な
ら
で
は
の
味
を
教
え
て
く

だ
さ
い
！

行
事
補
助

　
□�

マ
ラ
ソ
ン
記
録
会
コ
ー
ス
誘
導
や

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
作
業
な
ど
、
学

校
で
は
補
い
き
れ
な
い
部
分
に
つ

い
て
補
助
を
お
願
い
し
ま
す
。
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白
馬
村
消
防
団
の
幹
部
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

１
年
間
消
防
・
防
災
の
第
一
線
で
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
す
。

な
お
、
消
防
団
の
活
動
に
は
地
域
、
職
場
、

ご
家
族
の
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
協
力
が
不

可
欠
で
す
。
引
き
続
き
、
並
々
な
ら
ぬ
ご
理
解

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
6
年
白
馬
村
消
防
団
出
初
式
に
つ
い
て

令
和
6
年
白
馬
村
消
防
団
出
初
式
は
次
の
日

程
で
開
催
し
ま
す
。

関
係
す
る
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
　
時
　�

4
月
27
日
（
土
曜
日
）
午
前
10
時

か
ら

式
　
典
　
ウ
イ
ン
グ
21
文
化
ホ
ー
ル

行
　
進
　
ウ
イ
ン
グ
21
前
道
路

分団 役職 氏名 地区

本部

団　長 星河　隆志 塩　島
副団長 太田　寛展 佐　野

統括分団長 丸山　智彦 八　方
本部長 長澤　肇 佐　野
ラッパ長 福島　秀一 大　出
救護長 新谷　りよう介 飯　森
消防主任 羽鳥　有貴 深　空

南部

分団長 田中　元気 飯　田

副分団長
浜村　賢一 飯　森
松澤　浩平 佐　野
三田　元太 深　空

中部

分団長 池亀　理 みそら野

副分団長
降籏　大輔 深　空
新路　裕也 瑞　穂
福島　哲也 大　出

北部

分団長 吉沢　紘一 森　上

副分団長
降籏　竜也 森　上
古瀬　和哉 塩　島
福島　格 切久保

白
馬
村
消
防
団
幹
部
の

改
選
に
つ
い
て

○
最
近
、
春
に
な
る
と
野
生
サ
ル
の
出
没
が
増
加
し
ま
す
。

サ
ル
に
よ
る
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
次
の
点
に
つ
い
て

注
意
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
サ
ル
の
生
態
に
つ
い
て

サ
ル
は
群
れ
で
行
動
し
ま
す
。
10
頭
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ

も
あ
れ
ば
、
40
頭
か
ら
な
る
群
れ
も
あ
り
ま
す
。
大
き
な

群
れ
が
あ
る
地
域
で
は
、
被
害
が
拡
大
し
ま
す
。
人
間
の

よ
う
に
手
足
を
使
う
サ
ル
は
他
の
動
物
に
は
有
効
な
柵
な

ど
も
近
く
の
木
や
建
物
に
上
っ
て
柵
を
飛
び
越
え
て
侵
入

し
ま
す
。

サ
ル
は
植
物
を
中
心
と
す
る
雑
食
性
で
、
山
に
生
え
て

い
る
木
の
実
な
ど
を
食
べ
、
ド
ン
グ
リ
や
渋
柿
も
平
気
で

食
べ
ま
す
が
、
苦
味
の
な
い
農
作
物
は
大
好
物
で
す
。
一

方
で
、
サ
ト
イ
モ
や
コ
ン
ニ
ャ
ク
は
食
べ
ま
せ
ん
。
タ
カ

ノ
ツ
メ
や
ピ
ー
マ
ン
も
苦
手
で
す
。
シ
ソ
と
い
っ
た
ハ
ー

ブ
類
も
避
け
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

■
対
　
策

・
柵
の
設
置

物
理
柵
だ
け
で
は
簡
単
に
乗
り
越
え
ら
れ
る
た
め
電
気

柵
を
併
用
し
ま
す
。
通
電
部
分
に
触
れ
さ
せ
る
た
め
、
忍

び
返
し
を
設
け
た
り
、
電
気
柵
の
上
に
樹
脂
ネ
ッ
ト
を
被

せ
ま
す
。
電
気
柵
に
触
れ
た
サ
ル
が
危
険
を
記
憶
し
、
以

後
近
づ
か
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
度
、
侵
入
さ

れ
て
も
、
補
修
等
し
て
根
気
強
く
対
策
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

・
餌
付
け
の
防
止

サ
ル
に
絶
対
に
餌
を
や
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
間
接
的

に
餌
付
け
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
余
っ
た
食
材
や
お
墓
参
り
の
お
供
え
を

放
置
し
た
り
、
野
菜
く
ず
や
生
ゴ
ミ
を
外
に
置
い
て
お
く

と
サ
ル
が
寄
っ
て
き
ま
す
。
利
用
せ
ず
放
置
し
て
い
る
ク

リ
の
木
な
ど
は
伐
採
し
ま
し
ょ
う
。
周
囲
に
あ
る
田
畑
の

農
作
物
も
食
い
荒
ら
さ
れ
ま
す
。

・
追
い
払
い

サ
ル
を
見
か
け
た
ら
、
で
き
る
だ
け
大
人
数
で
追
い
払

い
ま
し
ょ
う
。
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
や
爆
竹
、
電
動
ガ
ン
等
を

使
っ
て
、
サ
ル
に
人
間
は
怖
い
と
い
う
こ
と
を
学
習
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。
作
物
を
収
穫
し
た
後
で
も
、
サ
ル
が
農
地

に
い
る
の
を
見
た
ら
追
い
払
っ
て
く
だ
さ
い
。
特
に
メ
ス

や
子
ザ
ル
は
追
い
払
っ
て
く
だ
さ
い
。
犬
を
活
用
す
る
の

も
効
果
的
で
す
。

・
見
通
し
を
良
く
す
る
（
緩
衝
帯
整
備
）

集
集
落
内
の
藪
を
な
く
し
、
サ
ル
の
隠
れ
る
場
所
を
少

な
く
し
ま
し
ょ
う
。
集
落
と
山
林
の
間
は
特
に
見
通
し
を

良
く
し
、
サ
ル
が
木
を
伝
っ
て
集
落
に
入
っ
て
こ
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。
上
に
逃
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
立
ち
木
が
な

い
場
所
を
作
れ
ば
、
サ
ル
の
逃
げ
場
を
減
ら
せ
ま
す
。

■
ま
と
め

　
サ
ル
対
策
に
は
根
気
が
必
要
で
す
。
人
間
が
ど
ん
な
に

知
恵
を
絞
っ
て
も
、
サ
ル
は
思
い
が
け
な
い
方
法
で
畑
を

荒
ら
し
ま
す
。
イ
タ
チ
ご
っ
こ
に
思
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
諦
め
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

サ
ル
の
被
害
が
あ
っ
た
ら
、
サ
ル
の
侵
入
経
路
や
行
動

を
徹
底
的
に
分
析
し
可
能
な
限
り
サ
ル
を
排
除
し
ま
し
ょ
う
。

被
害
を
減
ら
す
に
は
、
集
落
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
で
す
。
住
民
一
人
ひ
と
り
が
被
害
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、

地
域
ぐ
る
み
で
被
害
の
軽
減
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■
も
し
、
サ
ル
を
見
か
け
た
ら

サ
ル
を
目
撃
し
た
り
、
サ
ル
に
よ
る
被
害
を
発
見
し
た

ら
速
や
か
に
白
馬
村
役
場
農
政
課
か
白
馬
猟
友
会
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
時
間
が
経
つ
と
サ
ル
は
遠
く
に
移
動
し

て
し
ま
い
ま
す
の
で
対
策
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

野
生
ザ
ル
に
よ
る
被
害
防
止
に
つ
い
て

お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

令和６年度白馬村消防団幹部名簿
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白
馬
村
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

購
入
費
補
助
事
業
に
つ
い
て

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
自
転
車
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
白

馬
村
で
は
、高
齢
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
促
進

を
目
的
と
し
て
、こ
の
４
月
か
ら
ヘ
ル
メ
ッ
ト

購
入
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

〇
補
助
の
対
象
と
な
る
方

　�

令
和
7
年
３
月
31
日
に
お
い
て
満
65
歳
以
上

で
、白
馬
村
に
住
所
を
有
し
、か
つ
、現
に
居

住
さ
れ
て
い
る
方

〇
補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

　�

令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
に
購
入
さ
れ
た
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
購
入
費
用

※
一
定
の
安
全
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
に

限
り
ま
す

〇
補
助
金
額
　
購
入
費
用
の
２
分
の
１（
上
限

２
，０
０
０
円
）

※�

た
だ
し
、補
助
は
１
人
１
個
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

か
つ
１
回
に
限
り
ま
す

〇�

申
請
期
間
　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

７
年
３
月
31
日
ま
で

申
請
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、白
馬
村

行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

白
馬
村
役
場
総
務
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

し
ろ
う
ま
女
性
会
で
は
、
次
の
日
程
で
古
紙

回
収
を
行
い
ま
す
。

日
時
：
5
月
8
日
（
水
曜
日
）

　
　
　�

午
前
8
時
か
ら
午
前
9
時

場
所
：
ウ
イ
ン
グ
21
駐
車
場

◇
回
収
す
る
も
の

　�

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
糊
付
け
、
ホ
チ
キ
ス
は
取

外
し
不
要
で
す
）・
カ
レ
ン
ダ
ー
（
金
具
は

外
し
て
く
だ
さ
い
）・
は
が
き
・
名
刺
・
白

地
印
刷
物
・
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
く
ず
・
ノ
ー
カ
ー

ボ
ン
紙
・
感
熱
紙

　
※�

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
カ
レ
ン
ダ
ー
、
は
が
き
、

名
刺
、
白
地
印
刷
物
の
出
し
方

　
→�

回
収
業
者
指
定
の
箱
も
し
く
は
段
ボ
ー
ル

箱
に
入
れ
、
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で
止
め
る

　
→�

紙
ひ
も
で
縛
る
か
紙
袋
に
入
れ
る

　
　�

バ
ラ
バ
ラ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

　
※�

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
く
ず
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入

れ
て
く
だ
さ
い

◇�

今
回
の
回
収
は
毎
週
火
曜
日
に
行
わ
れ
る
リ

サ
イ
ク
ル
物
の
収
集
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
、

各
地
区
の
ご
み
収
集
場
に
置
か
な
い
よ
う
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

古
紙
回
収
の
お
知
ら
せ

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

白
馬
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を

み
ん
な
で
育
て
て
い
き
ま
し
よ
う
！

○
白
馬
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
へ
の
移
行
で
変
更
に
な
る
点

（
概
要
）

1
　�

ふ
れ
A
I
号
は
、
午
前
８
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
一
年
中
）
毎
日
運
行
し
、
時
刻
表
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
運
行
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
予
約

し
て
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

2
　�

予
約
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
専
用
ア
プ
リ
か
ら

も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
乗
り
た
い
時
間
と

場
所
、
行
き
先
を
入
力
す
る
と
、
A
I
が
利
用
者

の
オ
ー
ダ
ー
に
応
じ
て
タ
ク
シ
ー
を
見
つ
け
て
く

れ
る
の
で
、
そ
れ
を
確
認
し
て
予
約
す
る
、
と
い
っ

た
簡
単
で
少
な
い
手
順
で
済
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

3
　�

運
賃
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
額
の
１
回
3
0
0
円
に

な
り
ま
す
が
、
割
引
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

4
　�

4
月
、5
月
の
2
か
月
間
は
、お
試
し
期
間
と
し
て
、

運
賃
は
無
料
で
運
行
し
ま
す
の
で
、
先
ず
は
是
非

お
試
し
期
間
に
ご
利
用
い
た
だ
き
体
験
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

5
　�

昼
間
の
デ
マ
ン
ド
を
利
用
す
る
に
は
、
専
用
ア
プ

リ
か
、
電
話
で
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
・�

電
話
予
約
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
『
社
会
福

祉
協
議
会
の
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
』
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。（
0
2
6
1
‐
7�

1
‐
1
1
1
1
）

　
　
・�

受
付
時
間
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で

　
　
・�

利
用
す
る
3
日
前
か
ら
の
予
約
が
可
能
で
す
。

　
　
・�

専
用
ア
プ
リ
か
ら
の
予
約
の
場
合
は
、
利
用
す

る
3
日
前
か
ら
24
時
間
い
つ
で
も
予
約
が
可
能

で
す
。

お問合せ　白馬村役場　観光課　電話：0261-85-0722
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白
馬
村
味
噌
漬
物
生
産
組
合
（
会
長
：
福
島
和
子
）

は
平
成
19
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
原
材
料
の
大
豆
・
米
・

水
は
、
す
べ
て
白
馬
産
を
使
用
し
て
お
り
、
先
人
た
ち

か
ら
口
伝
え
で
教
わ
っ
た
昔
な
が
ら
の
手
作
り
味
噌
等

を
生
産
し
て
い
ま
す
。

最
大
の
こ
だ
わ
り
は
み
そ
玉
づ
く
り
で
す
。
み
そ
玉

の
外
側
で
は
麹
菌
が
、
内
側
で
は
乳
酸
菌
が
活
発
に
働

き
だ
し
、
発
酵
と
熟
成
を
繰
り
返
し
ま
す
。
昔
な
が
ら

の
知
恵
を
用
い
た
味
噌
は
、
ふ
く
よ
か
な
甘
み
が
あ
り
、

素
材
の
旨
さ
を
味
わ
え
ま
す
。
安
全
安
心
の
味
噌
は
白

馬
村
の
学
校
給
食
で
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
仕
込
み
は

白
馬
の
気
候
と
農
作
業
に
合
わ
せ
、
5
月
の
田
植
え
後

に
行
い
ま
す
。
圧
力
釜
で
柔
ら
か
く
ゆ
で
た
大
豆
を
つ

ぶ
し
、
3
㎏
ほ
ど
の
塊
に
ま
と
め
、
き
な
粉
と
麹
菌
を

ま
ぶ
し
、
み
そ
玉
に
し
ま
す
。
麹
菌
の
行
き
渡
っ
た
み

デ
フ
レ
完
全
脱
却
の
た
め
の
総
合
経
済
対
策
と
し
て
、

物
価
上
昇
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、
負
担
軽
減
対
策

と
し
て
、「
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
へ
の
加
算
給
付
金
」

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

�

対
象
と
な
る
世
帯
に
対
し
て
、
申
請
書
類
等
を
３
月

中
旬
に
発
送
し
ま
し
た
。

�【
対
象
と
な
る
世
帯
】

令
和
５
年
度
住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯
・
住
民
税

均
等
割
の
み
課
税
世
帯
で
、
18
歳
以
下
の
児
童
が
い
る

世
帯
（
平
成
17
年
4
月
2
日
か
ら
令
和
6
年
3
月
31
日

に
生
ま
れ
た
児
童
）

※�

令
和
５
年
12
月
１
日
時
点
で
白
馬
村
に
住
民
票
が
あ

り
、
世
帯
全
員
の
令
和
５
年
度
分
住
民
税
均
等
割
非

課
税
世
帯
又
は
住
民
税
均
等
割
り
の
み
課
税
で
あ
る

世
帯
。

【
給
付
額
】

児
童
1
人
あ
た
り
、
5
万
円

【
書
類
提
出
期
限
】

令
和
６
年
5
月
31
日

第
21
回
　
白
馬
村
の
農
林
業（
白
馬
村
味
噌
漬
物
生
産
組
合
）

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
へ
の

加
算
給
付
金
申
請
受
付
に
つ
い
て

そ
玉
と
米
麹
、
塩
を
撹
拌
し
、
た
る
詰
め
を
し
て
熟
成

さ
せ
ま
す
。
夏
の
気
候
で
発
酵
を
促
し
、
秋
に
天
地
替

え
を
し
て
熟
成
を
待
ち
ま
す
。
こ
う
し
て
出
来
た
、
み

そ
は�

“
白
馬
の
み
そ
玉
仕
込
み
味
噌
”
と
し
て
、
道
の

駅
白
馬
や
村
内
ス
ー
パ
ー
等
で
販
売
さ
れ
、
村
内
飲
食

店
で
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
村
で
は
、
味
噌
加
工
所
（
神
城
農
産
物
処
理

加
工
施
設
）
の
一
般
貸
出
（
6
月
か
ら
7
月
）
を
行
っ

て
お
り
、
村
内
の
方
々
が
“
オ
ラ
う
ち
の
み
そ
”
づ
く

り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
予
約
受
付
は
、
5
月
末
か
ら

開
始
し
ま
す
の
で
、
準
備
が
整
い
次
第
、
広
報
無
線
や

白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
年
は
、
30
数
年
ぶ
り
“
味
噌
釜
”
を
更
新
し
ま
す
の
で
、

多
く
の
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766

お問合せ　白馬村役場　子育て支援課　電話：0261-85-8101
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救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
と
は
、
緊
急
時
に
救
急
隊
や
医
療
機

関
が
そ
の
情
報
を
活
用
し
、
適
切
で
迅
速
な
救
急
活
動
に
つ
な

げ
る
も
の
で
す
。

い
ろ
り
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
予
防
、
介
護
相
談
、
地
域
交
流

を
兼
ね
た
集
い
の
場
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

い
ろ
り
カ
フ
ェ
の
主
な
目
的
は
、

①
認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る

②�

認
知
症
の
方
に
と
っ
て
は
、
自
ら
活
動
し
楽
し
め
る
場
所

③�

家
族
に
と
っ
て
は
、
分
か
り
合
え
る
人
と
出
会
え
る
、
情
報

交
換
や
相
談
で
き
る
場
所
で
す

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
「
楽
し
み
に
し
て
い
る
」「
刺
激
を
う

け
て
い
る
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
気
軽
に
思
っ

て
い
る
事
が
言
え
る
場
所
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
お
気
軽
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
？

【
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
っ
て
？
】

「
か
か
り
つ
け
医
」「
持
病
」「
緊
急
連
絡
先
」

な
ど
を
記
入
し
た
救
急
医
療
情
報
シ
ー
ト
を

専
用
の
容
器
に
入
れ
、
自
宅
の
冷
蔵
庫
に
保

管
し
て
お
く
こ
と
で
、
万
一
に
備
え
る
も
の

で
す
。

【
ど
の
よ
う
な
場
面
で
役
立
つ
の
？
】

救
急
車
を
要
請
し
た
場
合
、
駆
け
つ
け
た
救

急
隊
員
が
キ
ッ
ト
の
情
報
を
確
認
す
る
こ
と

で
医
療
機
関
と
の
連
携
や
ご
家
族
へ
の
連
絡

な
ど
を
円
滑
に
行
う
こ
と
に
役
立
ち
ま
す
。

【
い
く
ら
か
か
る
の
？
】

配
布
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

【
誰
が
対
象
に
な
る
の
？
】

住
民
登
録
の
あ
る
65
歳
以
上
の
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

【
ど
こ
で
も
ら
え
る
の
？
】

白
馬
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
役
場
１

階
８
番
窓
口
）
で
受
け
取
る
事
が
出
来
ま
す
。

た
だ
し
、
申
請
書
類
を
提
出
頂
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

冷
蔵
庫
の
医
療
情

報
キ
ッ
ト
を
取
り
出

し
、
病
院
へ
搬
送
し

ま
す
。

搬
送
中
に
医
療
情
報

内
容
の
確
認
や
、
か
か

り
つ
け
医
に
情
報
提
供

を
受
け
ま
す
。

も
し
も
の
と
き
に
役
立
ち
ま
す
！

『
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
』

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

い
ろ
り
カ
フ
ェ
を
開
催
し
て
い
ま
す

お問合せ　白馬村地域包括支援センター　電話：0261-72-6667

お問合せ　白馬村地域包括支援センター　電話：0261-72-6667

119番通報救急隊出動

搬　送

発見・確認

適切で迅速な処置を行うことができます。

2024年いろりカフェ開催日
ふれあいセンター　　　10時から11時30分
4月22日（月曜日） 10月21日（月曜日）
5月20日（月曜日） 11月20日（水曜日）
6月20日（木曜日） 12月20日（金曜日）
7月22日（月曜日） � 1月20日（月曜日）
8月20日（火曜日） � 2月20日（木曜日）
9月20日（金曜日） � 3月19日（水曜日）

農業体験実習館　　　　10時から11時30分
5月10日（金曜日） � 9月� 9日（月曜日）
7月10日（水曜日） 10月� 9日（水曜日）
8月� 9日（金曜日） 11月� 8日（金曜日）
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こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た

図
書
館
等
複
合
施
設
に
つ
い

て
、
今
後
の
整
備
方
針
を
決

定
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
検
討
経
過

令
和
４
年
度
：
官
民
連
携
調

査
の
実
施

　
こ
れ
ま
で
の
検
討
経
過

を
踏
ま
え
、
施
設
規
模
3
，

0
0
0
㎡
、
事
業
費
約
25
億

円
の
計
画
で
民
間
事
業
者
の

意
向
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

官
民
連
携
手
法
に
よ
る
施
設

整
備
・
運
営
に
参
入
意
欲
を

有
す
る
民
間
事
業
者
が
複
数

あ
り
ま
し
た
が
、
官
民
連
携

手
法
の
採
用
に
よ
る
経
費
削

減
は
期
待
で
き
な
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

■
検
討
結
果

　
上
記
の
複
合
施
設
と
し
て
の
整
備

計
画
に
つ
い
て
、
今
後
の
村
の
大
型

事
業
や
公
共
施
設
の
管
理
計
画
、
基

金
残
高
（
貯
金
）
や
公
債
費
（
借
入

金
）
の
状
況
、
繰
上
償
還
の
実
施
等

を
含
め
て
総
合
的
に
試
算
し
た
結

果
、
施
設
整
備
時
の
一
時
的
な
支
出

増
加
や
将
来
的
な
負
担
が
財
政
に
与

え
る
影
響
が
大
き
い
と
判
断
し
、
既

存
施
設
が
老
朽
化
し
て
い
る
子
育
て

支
援
施
設
を
先
行
し
て
整
備
し
、
図

書
館
に
つ
い
て
は
一
定
の
財
源
を
確

保
し
た
上
で
追
っ
て
整
備
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
検
討
の
中
で
は
、
上
記
の
複
合
施

設
と
し
て
の
整
備
計
画
の
他
に
、
図

書
館
と
子
育
て
施
設
の
施
工
年
度
を

分
け
て
建
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
財

政
負
担
の
平
準
化
を
図
る
整
備
方
法

や
子
育
て
施
設
を
先
行
し
て
現
在
地

ま
た
は
西
側
に
建
設
す
る
整
備
方
法

に
つ
い
て
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
繰
り
返
し
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
り
検
討
を

重
ね
、
多
く
の
方
か
ら
ご
意
見
や
期

待
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た

が
、
複
合
施
設
と
し
て
同
時
に
整
備

で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
、
新
た
な
図

書
館
の
整
備
を
先
送
り
す
る
結
論
に

至
っ
た
こ
と
は
残
念
で
は
あ
り
ま
す

が
、
災
害
等
の
有
事
も
想
定
し
た
上

で
安
定
的
な
行
財
政
運
営
を
確
保
し

な
が
ら
、
最
終
的
に
は
図
書
館
も
含

め
た
複
合
的
な
機
能
を
有
す
る
施
設

と
し
て
整
備
す
る
方
針
で
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■�

先
行
し
て
整
備
す
る
子
育
て
支
援

施
設
の
事
業
概
要

整
備
予
定
地
：
子
育
て
支
援
ル
ー
ム

西
側
農
地
（
木
流
公
園
北
隣
）

事
業
期
間
：
令
和
７
年
度
設
計
、
令

和
８
〜
９
年
度
建
設
工
事
、
令
和
10

年
度
既
存
施
設
解
体
撤
去

延
床
面
積
：
約
1
，
0
0
0
㎡

概
算
事
業
費
：
10
億
8
千
万
円

■�

図
書
館
と
子
育
て
支
援
施
設
の
整

備
方
針
に
関
す
る
説
明
会

　
こ
れ
ま
で
の
検
討
経
過
や
今
後
の

整
備
方
針
等
に
関
す
る
説
明
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時
：
４
月
26
日
（
金
曜
日
）

　
　
　
13
時
30
分
か
ら
／

　
　
　
18
時
30
分
か
ら

　
　
　
※
説
明
内
容
は
同
じ
で
す
。

会
場
：�

白
馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー�

２
階�

学
習
室

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

白
馬
村
図
書
館
等
複
合
施
設
の
整
備
方
針
に
つ
い
て

お問合せ　白馬村教育委員会事務局 生涯学習スポーツ課　電話：0261-85-0726

令和５年度：事業規模の縮減
　令和４年度の官民連携調査結果と村の財政状況を踏まえ、施設規模や事業費の削減を検討し、以下のとお
り計画を見直しました。

施設整備費の財源内訳

国の交付金・補助金 6.2億円

地方債（借入金） 9.3億円

一般財源 4.3億円

合計 19.8億円

※その他整備費には、設計監理・造成・外構・什器備品・既存施設解体撤去等の費用を含みます。

複合施設の規模（床面積）

図書館 700㎡

子育て支援 500㎡

その他・共用 1,100㎡

合計 2,300㎡

概算費用

建築工事費 13.8億円

その他整備費※ 6.0億円

施設整備費計 19.8億円

維持管理運営費 6,700万円／年
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 新生徒会主催の３年生を送る会を開催しました。花のアーチで卒

業生を迎え入れた後、生徒会長からのビデオメッセージを皮切りに、

３年間を振り返るスライドショーや、部活の後輩たちや教員からの

ビデオメッセージが流れました。その後は全学年混合のグループ対

抗でイントロクイズに挑戦しました。これは学年の壁を越えて交流

を深めようという生徒会のスローガンの下での企画で、それぞれの

知識を持ち寄って、一昔前のヒット曲から最近の流行歌まで多岐に

わたる問題に協力して挑んでいました。 

 次に、卒業生の幼少期の写真を見て誰なのかを当てるクイズがあ

りました。回答を求められた１、２年生の多くが誰なのかを言い当

てており、生徒同士が普段から知り合っていることが伝わってきま

した。最後は花吹雪で卒業生を見送りました。 

 また、３年生を送る会に先立って 2つの生徒表彰が行われました。一

つ目は「校長賞」です。この賞は、在学中、学習活動・課外活動・社会

活動等において主体的な挑戦を行い、自らを成長させ、他の生徒に元気

を与え、白馬高校の魅力を社会に発信してくれた生徒の努力を讃えるも

ので、昨年に続き２回目となります。今年の受賞者は、吹奏楽の数多く

のイベントや大会で活躍した普通科３年の前田凪さんと、生徒会長とし

て生徒と教員との討論会を初めて開催し、また地域交流でも先頭に立っ

て活躍した国際観光科３年の荒井彩良さんです。 

次に表彰されたのは、普通科３年の今井結芽さん、熊岡優奈さん、横

川奈々実さんです。授業の一環で立ち上げた３人のプロジェクト「さぁ、

大糸線に乗ろう！」は、自治体や JRの職員、地域の皆さんから直接話

を聴くなど、自分たちの足で情報を集めた地道な取り組み評価され、中

信地区高校生探究フェスにおいて企業賞に輝きました。今回表彰された

みなさんの今後の活躍と先輩たちの後を継いでくれる生徒にも期待し

たいと思います。 

🌸🌸🌸🌸  🌸🌸🌸🌸  🌸🌸🌸🌸 
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 第 73回卒業式が保護者、ご来賓、在校生の臨席のもと、厳粛かつ盛

大に執り行われ、普通科 19名、国際観光科 22名、計 41名の門出を

祝いました。 

 卒業生の答辞では、片岡凜さんが自身の生徒会活動や３年間の思い出

を振り返り、「３年間はあっという間です。だから皆さんには、学校生活

や友達と過ごす時間、行事など、一日一日を大切に過ごしてほしいです。

そして皆さんの活躍を卒業する私たちの耳にぜひ届けてください」と在

校生に向けてメッセージを送りました。 

 これからも卒業生がそれぞれの世界で前向きな挑戦を続け、活躍して

くれることを大いに期待しています。卒業おめでとうございます。 

 

「学力試験で難関大学へ進学する生徒を輩出し、白馬高校の学力面の魅力をさらに高めたい！」という理念を掲げ、2021

年春、白馬高校公営塾に「特進クラス」が誕生しました。この理念に共感する白馬高校生が日々勉学に励み、第１期生は日

本大学（法学部）や関西外国語大学など、第２期生は東洋大学（文学部）や明治学院大学（法学部）、そして立教大学（法学

部）などに合格しました。以下、中学英文法から学び直し、10か月で立教大学に合格した生徒が、受験の体験談や特進クラ

スの魅力などを語ってくれました。 

特特進進ククララススのの魅魅力力  

私にとって大学受験はまったくの未知の領域でした。だから、最初に特進クラスを訪れた時は緊張と不安で一杯でした。

しかし、先生が立教大学に合格するための１年間の道のりを、計画表という形で具体的に示してくれました。すると、何を

すれば合格できるのかという見通しが立って、緊張と不安が頑張ろうというやる気に変わりました。また、授業のやり方に

も助けられました。わからないまま進むということができない授業だったのです！というのも特進クラスの授業は、学んだ

知識を私が発表して、先生や塾生が質問やツッコミをしてくるというやり方（発表型授業）でした。この授業のおかげで自

分の弱点をはっきりと自覚することができ、それを潰していくことで成果が現れました。そして、全部説明できるようにな

ってやるという気持ちが私を成長させてくれました。 

 他にも、負けないように頑張ろうと思える勉強仲間が毎日身近にいる

ことや、塾代がとっても安い（受験生で月 8,000 円）ことなど、魅力

はまだまだあります。とにかく一言でまとめると、最初から最後まで１

対１でとことん向き合ってくれることが魅力です。ここまで生徒一人ひ

とりの状況を把握してくれる環境はなかなかないと思います。もし他の

塾や学校に通っていたら、立教大学に合格できていたかわからない。そ

れぐらい特進クラスの環境は自分に合っていたし、特進クラスに通える

白馬高校で良かったなと思っています。 

４月８日 新入生歓迎会  

 

３月１日 卒業式 

 

 

今年は学力試験による立教大学合格者が出ました！ 

４月８日 新入生歓迎会  
３月１日 卒業式 

今年は学力試験による立教大学合格者が出ました！ 
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図書館だより
No.268

令和6年4月
白馬村図書館
TEL（72）-5200

図書館の
おやすみ

図書館の
開館時間

・月曜日　祝日
・毎　月　最終金曜日（館内整理休館日）
　　　　　→祝日と重なる場合、休館日が変更となります。
・その他　やむを得ず、臨時休館・臨時閉館する場合があります。

午前9時〜午後6時

〇雑誌の取り扱いを一部変更しました

所蔵を停止した雑誌 新たに所蔵する雑誌

・おとなのおしゃれ手帖
・MORE
・MOE
・月刊Newsがわかる
・旅の手帖
・つり人

・ハルメク
・クロワッサン
・Tarzan
・世界
・旅行読売

書　　名 著者名

おばけのやだもん　しんごうだいパニック！ ひらの　ゆきこ/さく・え
わすれていいから 大森　裕子
巨大地震のサバイバル　生き残り作戦 洪　在徹/原案
トイレ野ようこさん 仙田　学/作

【児童書・絵本】

書　　名 著者名
1面、降版します　特命記者の事件簿 松井　蒼馬
走無常 田中　芳樹
誰にも死ぬという任務がある　増補改訂版 曽野　綾子
姥玉みっつ 西條　奈加
1万5000人のデータに基づいた すごい身長の伸ばし方 田邊　雄
一年に一度しか会えない 日本の「来訪神」図鑑　 フランそあ根子
るるぶドライブ信州東海北陸ベストコース2024
ながののおかず 服部 一景/編著 

【一般・郷土】
〇新着案内

蔵書点検にご協力いただきありがとうございました。
返却し忘れがないか、今一度ご確認をお願いします。

〇お知らせ

ネズミをたくさん食べたい！ネコ
のモーリスは、本を読みきかせ、
おびきよせ、集まったネズミを食
べる作戦を立てました。かなしい
本、おもしろい本、みんなで泣い
たり笑ったり。さて、作戦は成功
するのでしょうか？

『すごいぜほんのちからって！
モーリスのおうちはライブラリー』
ディディエ・レヴィ/文　ロレンツォ・サンジョ/絵
はしづめ ちよこ/訳　(イマジネイション・プラス)

日本初の女性弁護士の一人であり、
女性初の判事・裁判所長となった三
淵嘉子。「女性であるという自覚よ
り人間である自覚の下に」と努力を
重ねた女性先駆者の生涯を追う。連
続テレビ小説「虎に翼」のモデル。

『カラフル』
阿部　暁子/著　（集英社）

『三淵嘉子　先駆者であり続け
た女性法曹の物語』
神野　潔/著（日本能率協会マネジメ
ントセンター）

「お花見弁当作らない？」ままこさ
んの提案に、あっくん、かよちゃん
は大はりきり。ハムや卵、ちくわで
お花を作って、お弁当の中は美味し
そうなお花でいっぱいに。親子で簡
単に作れるレシピも掲載。春にぴっ
たりな1冊です。

『おはなみパーティーさくらさ
くさく』 （ほるぷ出版）
すとうあさえ/文　川島　雅子/レシピ
提供　山田　花菜/絵

税金と働き方、多様性や人権問題、環境問
題、政治のしくみを、身近なことから国際
的な課題まで、日本と世界を比較したデー
タとイラストでわかりやすく解説。より良
い未来を「選ぶ」ために必要な教養が身に
つく、大人にも読んでほしい児童書。

内容紹介

選挙、誰に入れる？　ちょっとで
も良い未来を「選ぶ」ために知っ

ておきたいこと
宇野　重規/監修（Gakken）

今
月
の

　お
す
す
め
本

漫才で芽が出ないまま30歳を迎
えたお笑い芸人の陸は、レギュ
ラーを務めるエンタメスポーツ
番組の企画で棒高跳びに挑戦す
ることになった。共演するのは
パリ五輪を目指す大学生アスリー
ト。二人の出会いがもたらす未
来とは…。

『鳥人王』
額賀　澪/著　(光文社)

入学式の朝、窃盗犯に立ち向かう車
椅子ユーザーの六花と出会った伊澄。
競歩大会にみんなと一緒に参加した
いと前向きに語る六花を巡り、クラ
スメイトの本音が浮かび上がる。足
の怪我で陸上競技を諦めた伊澄や
友人たちは、ぶつかり合いながらも
互いを理解し合おうと、少しずつ変
わりはじめ…。分かり合おうとする
世界はこんなにもカラフルだー。

所在不明資料
 ホームレス中学生　田村　裕/著　(ワニブックス)
 週刊ダイヤモンド　2022年11月5日号　JAと郵政
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■ 乳幼児健診等 会場：白馬村保健福祉ふれあいセンター1階
月　日 事業名 対象になるお子さん

4月17日（水） 前期乳児健診 令和5年11月～12月15日生
4月17日（水） 後期乳児健診 令和5年5月～6月15日生
4月18日（木） 理学療法士（PT）相談 予約制
4月19日（金） もぐもぐ相談 令和5年8月～9月生
4月25日（木） 2か月育児相談 令和6年2月生　＊子育て支援ルームで行います。
5月  7日（火） 育児相談 予約制
5月16日（木） よちよち相談 令和5年1月～3月生
5月16日（木） ぴよぴよ教室 令和5年12月～令和6年1月
5月22日（水） 1歳半健診 令和4年8月～10月生
5月30日（木） 2か月育児相談 令和6年3月生　＊子育て支援ルームで行います。

4月～ 5月　保健ガイド
15日～翌月末までの予定を日付順に記載しています。

■ 予防接種 会場：白馬村保健福祉ふれあいセンター1階
月　日 事業名 対象になるお子さん

4月23日（火） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
5月  8日（水） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
5月14日（火） 麻しん風しん 個別にご案内しています
5月24日（金） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています

お問合せ　子育て支援課　母子健康係　電話0261-85-8101

■休・祝日緊急当番医表
月日 曜日 北部地区

（白馬・小谷） 大町市内 南部地区
（池田・松川） 歯科 白馬村内薬局

当番店
4月21日 日 神城醫院 小野医院 吉村医院 宮下歯科医院 大町市（0261）22-0297 フジノヤ薬局
4月28日 日 しんたにクリニック 平林医院 みどりクリニック 師岡歯科 池田町（0261）62-9781 フジノヤ薬局
4月29日 月 白馬診療所 横澤内科医院 はーぶの里診療所 砂田歯科医院 大町市（0261）22-0648 フジノヤ薬局
5月  3日 金 小谷村診療所 市立大町総合病院 若林医院 大町病院口腔外科 大町市（0261）22-0415 フジノヤ薬局
5月  4日 土 横沢医院 野村クリニック あづみ病院 金子歯科医院 大町市（0261）23-2200白馬アップル薬局
5月  5日 日 栗田医院 いしぞね内科・外科クリニック 近藤医院 竹内歯科医院 池田町（0261）62-2151 太田薬局
5月  6日 月 白馬診療所 柿下クリニック 西森整形外科 丸山歯科クリニック 松川村（0261）62-0648 フジノヤ薬局
5月12日 日 神城醫院 遠藤内科医院 太田医院 横澤歯科医院 大町市（0261）22-1343 フジノヤ薬局
5月19日 日 小谷村診療所 最上整形外科ｸﾘﾆｯｸ あづみ病院 いとう歯科医院 松川村（0261）62-8880 ―
5月26日 日 しんたにクリニック 菊地クリニック 松本クリニック にこにこデンタルクリニック 大町市（0261）23-5612 フジノヤ薬局

■ 子育て支援ルーム
※支援ルームは登録制となっておりますので、初回利用時に登録カードの記入をお願いします。
※月曜日～金曜日　AM9:30 ～ 12:00　PM13:00 ～ 16:00 開室しています。
※土曜日・日曜日・祝日は、休室です。
※入室したらまず、検温と手洗いをお願いします。
※行事日程や、急な休館等の情報は白馬村行政公式ホームページ、白馬村母子手帳アプリおひさまメモリーズ by 母子モ にも掲載します。
　白馬村母子手帳アプリおひさまメモリーズ by 母子モの事前登録をお勧めします。　
　お問合せ：白馬村子育て支援課子育て支援ルーム　（0261-72-3025）

■心の相談会（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 お問合せ先

4月23日（火） 10：00～15：00 白馬村保健福祉ふれあいセンター
２階　福祉相談室 白馬村役場健康福祉課　0261-85-07135月28日（火）

※電話でご予約ください(匿名可)。相談時間は1人30分程度です。

■心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 お問合せ先

5月14日(火) 13:00～15:00
白馬村保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

司法書士
人権擁護委員
民生児童委員

白馬村社会福祉協議会
0261-72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。

■人権・心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 お問合せ先

6月  3日（月） 13：00～16：00
白馬村保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

人権擁護委員 白馬村社会福祉協議会
0261-72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。※6月1日は人権擁護委員協議会「委員の日」です。
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人口：8,739 人　男：4,405 人　女：4,334 人　世帯：4,450 世帯
（令和 6年 4月 1日現在）

※	上記の数字には、外国籍の住民・世帯数も含まれています。
住民基本台帳法の一部が改正されたことにより、外国籍の住民の皆さんも住民基本台帳に登録されることとなりました。（平成 24 年 7 月 9 日改正法施行）

4
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編集後記

令和6年度が始まりました。2ページからは白馬村の令和6年度新年度予算についての記事を掲載しています。より
住みやすく、より魅力的な白馬村を目指し、行政運営を進めてまいります。また、令和5年度に実施した白馬村のデジ
タルトランスフォーメーション推進の報告についても掲載しています。令和6年度は自治体公式LINEの開設や、書か
ない窓口など、住民の皆様により便利に行政サービスを提供する予定です。� (広報編集担当：田中)

有料広告欄

ケーブルテレビ白馬指定管理者：
株式会社エーアイシーコミュニケーションズ

受付時間：平日午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分
　　　　　・加入／故障等のお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0074
　　　　　・取材等のお申し込みは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0116

地域包括支援センターです
お気軽に72-6667 にお電話ください

白馬村の認知症サポーター数1677人
（令和6年 2月現在）

ケーブルテレビ白馬に関するお問い合わせは… 認知症の相談窓口は

スマホアプリで広報はくば配信中！！

姉妹都市コーナー

地域の自然を守るために
　第 1回町内美化活動が 6月 26 日、今井浜海岸で
実施され、東小学校の児童や保護者、近隣住民ら 70
名を超える人々が参加しました。東小学校では、子
ども達の地域の自然を大切にする気持ちを高めるた
め、毎年夏に今井浜海岸の清掃活動を行っています。
縦割り班に分かれた児童らは、大人達と協力しながら
流木や海藻などのごみを拾い集めました。約 1時間
に渡る活動の結果、トラック 3台分、ごみ袋 112 袋
分のごみが回収されました。

白馬北小学校の皆さん、
ようこそ太地町へ

7 月 19 日（水）から 3日間、白馬北小学校の 5年
生の皆さんが太地町に滞在しました。
20日（木）は、太地町公民館で交流会が行われ、太
地小学校 5年生有志による鯨踊りが披露されました。
また、合同合唱曲「にじいろ」では両校の児童たちが
綺麗な歌声を響かせていました。
交流会終了後は、「紀の松島めぐり」、くじらの博物館
見学、くじら浜海水浴場での水遊び、博物館での買
い物を楽しみました。

静 岡 県  河  津  町 和 歌 山 県  太  地  町

第 23回和歌山県市町村対抗
ジュニア駅伝競走大会

２月11日(日)、第23回和歌山県市町村対抗ジュ
ニア駅伝競走大会が和歌山市で開催されました。
今大会には29市町が参加し、太地町は４年ぶりの
参加となりました。
選手達は日々の練習の成果を発揮し、10区間
21.1kmを力走しました。

河津ループ橋円形劇場出現
第34回河津桜まつりの開催に合わせ、河津ルー
プ橋に舞台が特設され、２月17日にはひびのこづ
え氏プロデュースによるダンスパフォーマンス、
18日には観光演劇「伊豆の踊子」スペシャル版が
上演されました。満開を迎えた河津桜を背景に、
町内外から集まった人々が非日常的な空間を楽し
みました。

劇団SPAC「伊豆の踊子」スペシャル版を楽しむ人々

広告募集中 広報はくば及び白馬村行政公式ホームページに掲載する広告（有料）を募集しています ＊お問合せ 白馬村役場総務課

いざという時のために
ダウンロードしておきましょう。
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